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御挨拶

　第11回卒業制作・論文作品集には、この春卒業する人間環境デザイン学

科の卒業制作と論文の作品が収録されています。この作品集の記録は卒業

生たちの4年間の畿央大学における学びの到達点を示しています。

　ここに収録されている作品は学内や奈良文化会館でも展示されました。

展示会では、制作作品や論文のポスターの実物を見ながら説明を受けまし

た。その説明から、作品として仕上げる過程での試行錯誤や工夫が分かり、

さらに作品に込められた「思い」と、ひたむきな若さを感じました。

　この作品集に収録されている作品の写真や論文記録は、卒業時点での貴

重な記録です。掲載されている作品をみて、よくここまで仕上げることが

できたと思う人から、まだまだこれでは納得できないと思う人まで大きな

幅があろうと思いますが、一度しかない人生の卒業時点での到達点である

ことには違いがありません。

　卒業される皆さんは、これからは社会の中で人の生活に関係する具体的

な物から抽象的なものを「デザインする」分野で活躍されることになりま

す。人のためにデザインすることで、さらに大きく成長されることを期待

します。建学の精神の「美をつくる」を目指し、人に感動を与えてください。

何年後に、この作品集を開くことがあれば、その時にはご自身の成長を確認

することができ、さらなる成長につながることと思います。その意味にお

いて、この作品集はお一人おひとりにとって「宝物」です。

　最後に、卒業までの間ご指導いただいた先生方にお礼と、卒業後も引き続

き良き関係を保っていただくことを願ってご挨拶とさせていただきます。

畿央大学  学長

冬木 正彦
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制作  works
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奈良県桜井市は、数多くの観光名所があるがあまり知られていない。そこで私は観光
の促進を目的とした駅及び駅前の再開発を提案する。
発祥の地と呼ばれた桜井から新しく生まれる観光の拠点となる駅 。訪れる人に桜井
の魅力を感じてもらい、街に出かけたくなる建築に 。

「さあ 、出かけよう街
さくらい

へ」

Ճ藤θϛ

Daisuke Fujiyama

֗ͷେࠜ
ʙࡩҪӺɺٴͼӺલ࠶։ൃʹΑΔޫ؍ଅਐܭըʙ 
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□駅（学ぶ、見る、感じる）
    バスターミナル：観光地へスムーズに
　アクセス可能。

　 2 つの広場　
　 時計広場 ： バスターミナルから見え、
    　　　　　人々が集まる空間。

　 展望広場 ： 自然を感じられる空間。
　　　　　　 13重の塔がランドマークになる。
　 観光インフォメーション、ショップ

□文化観光センター（学ぶ）
　博物館、ホール：文化、歴史を学ぶ空間。

２階平面図

　 2 つの広場　
　 時計広場 ： バスターミナルから見え、
    　　　　　人々が集まる空間。

　 展望広場 ： 自然を感じられる空間。
　　　　　　 13重の塔がランドマークになる。
　 観光インフォメーション、ショップ

□駅（見る）
　展望台：桜井の町並み、三輪
　　　　　山を一望できる空間。
　　　　　春は桜、夏は花火、
　　　　　秋は紅葉、冬は夜空。
　　　　　四季折々に楽しめる
　　　　　空間。

□文化観光センター（学ぶ）
　自習室：誰もが利用できる。

4階平面図

□駅（感じる、体験）
　工芸教室：桜井の工芸を体験できる。
　 駐輪場   ：レンタサイクルできる。
    交流広場：市民が交流できる空間。
　                 ショップ、カフェ、交番、公衆トイレ
　                 観光インフォメーション

□文化観光センター（学ぶ）
　まほろばセンターの機能、
　（ギャラリー、会議室、研修室、
     調理室、和室）、　 銀行
  　配置図  1階平面図

□駅（見る）
　展望台（階段、EV）

３階平面図

□文化観光センター（学ぶ）
　ブックカフェ：一息でき、
    調べものができる。
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s

街の大屋根
さくらい

～桜井駅、及び駅前再開発による観光促進計画～

「さくらいってええ街やなぁ」
　　　　「こんなに観光名所があったんか」
そんな声が大屋根から聞こえてくる。
ここは、桜井の街の魅力が溢れ出す観光駅。
　　　　　　　　　　　　　　　
 

桜井市には数多くの観光名所があるがあまり知られていない。
そこで私は、駅に訪れる人が桜井の文化、歴史を学び、工芸を
体験し、自然が感じられる駅に。

「さぁ、出かけよう街へ」
さくらい

- 計画 - 

9
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□デザインの原理
　人々が築き、守ってきた歴史や文化を大切にしたい。そん
な想いから三輪山、大神神社、また、談山神社の 13 重の塔
をモチーフにした駅である。桜井らしく、また街に溶け込む
「新しい山」をイメージし、デザインした。
　
　　　　発祥の地と呼ばれた桜井に
　　　　　　　　　　　新たに街の顔となる駅が誕生する。

ご祭神の大物主大神（おおものぬしのおおかみ）が

お山に鎮まるために、古来本殿は設けずに拝殿の奥

にある三ツ鳥居を通し三輪山を拝するという原初の

神祀りの様を伝える我が国最古の神社である。　大神神社 ※１

大神神社　※２

大神神社　※ 3

談山神社　※ 4

10
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※ 1　http://oomiwa.or.jp/jinja/
※２  http://small-life.com/archives/10/04/1120.php
※３  http://oomiwa.or.jp/jinja/miwayama/#linktop
※４  http://jp-isan.com/tanzanjinja.html  　
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このたびは、最優秀賞を頂き、大変嬉しく思うとともに、ご指導してくださった先生方、
一緒に頑張ってきたデザインのみんな、お手伝いをしてくれた後輩たち、そして支えてくれた両親には感謝しています。
特に R301 の住人のみんなには言葉では伝え切れないほどの感謝の気持ちでいっぱいです。
僕自身、プレッシャーと不安で押し潰されそうな時もありましたが、周りにはたくさんの友達がいて支えてくれました。
ありがとうございました。
作品の成績よりも、もっともっと大切なものを見つけた、そんな 4 年間でした。
素敵な 4 年間をありがとうございました。

डͷ͜ͱ

11
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高田市にはシンボルとなる場所はあるが、シンボリック建築がない。
高田のシンボルである“高田川”“桜”を生かし 、
市民と役所の人々が集まり繋がり、
憩いの場として利用できる新しい複合施設型の市庁舎を計画 。
高田に活気と賑わいを再び!!Yuji Nomura

井ాθϛࡾ

ʮ"MNP 5BLBEBʯ
ʙେࢢాߴிࣷվमܭըҊʙ

野村�祐司
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都浅黄を生かして、見るだけで心躍るような華やかな着物を制作 。
柄は無地とストライプで他の色との組み合わせを楽しんだり、
立体刺繍には絹糸と紡ぎ糸を組み合わせ、都浅黄の様々な楽しみ方を、
作品に盛り込んだ 。

Natsumi Ozasa

村ాθϛ

৺༂Δʙઙԫͷ͖ΒΊԫʙ

小笹�夏海

14

kio_univ2017_0302.indd   14 2017/03/02   20:22



w
o

rk
s

th
e

si
s

15

kio_univ2017_0302.indd   15 2017/03/02   20:22



『 Spin a story ~5つの…～』綿の途切れない特徴を生かしたウエディング衣装 。
自分で種から育てたコットンを使用し 、
新郎新婦のイメージに合ったナチュラルさをクンスト編みで表現 。
5つの変化がある衣装には後に継がれる思いを込めた 。

Chinami Komatsu

村ాθϛ

4QJO B TUPSZ ʙ̑ͭͷʜʙ

小松�智菜美
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岸和田に「 蛸地蔵さん」と呼ばれる寺院・天性寺があります。
この呼び名は 、岸和田が蛸に乗ったお地蔵さまに
津波と戦乱から二度救われたという逸話が由来です。
この計画では天性寺参道に 、物語を今に伝える「 蛸地蔵尊縁起絵巻」の世界を
表現しました 。参道を進むにつれ 、「 衰退の世界」「 戦乱の世界」など、
物語の情景が次々に描き出されてゆきます。
絵巻物の世界に思いを馳せながら歩き、蛸地蔵さんに会いに来ませんか。

藤井θϛ

Misa Doi

ఱੑࢀࣉಓܭըʙଢ଼ଂଚԑىֆרͷੈքʙ

土井�美沙
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広い敷地と豊かな自然を活用した「さをり織り」の体験型施設を設計した 。
「さをりのもり」は“ひとと自然をみつめる織り空間”であり、
“織りの中に自分の感性を素直に表現できる空間”である。
ここで生まれたものすべてがその人にとっての大切な宝物になる。

Asami Azuma

井ాθϛࡾ

͞ΛΓͷΓ

౦�ே美
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世界共通のコミュニケーションツールである、あやとり。
あやとりの知恵から学び、異文化同士でも共感できるオブジェクトを目指した 。
十人十色 、思うことはそれぞれだというのが今の世論 。
しかし 、皆と同じ気持ちを共有できるというのも素敵だ 。

Sari Ishikawa

Ճ藤θϛ

͔͋౮Γ

ੴ�ࣿཬ
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３歳以上の子どもを対象としたおもちゃと棚を組み合わせた
自分だけのおもちゃ箱「 Kids House」。
家と窓をモチーフにし 、親しみやすく、かわいらしいデザインを心掛けた 。
木のぬくもりを肌で感じながらお片付け、遊びを楽しんでほしい。

Ճ藤θϛ

Saki ito

,JET )PVTF

ҏ藤�沙ل
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衣類を装飾する刺繍技法の一つであるスモッキングとそこからできるドレープ。
二つが共演したときに生まれるものは 、不思議さと優美さと手作りならではの暖かみ 。
そこにオリジナルを加えた作品です。

Miki Kanetani

村ాθϛ

εϞοΩϯグͱυϨープͷڞԋ

ۚ୩�美ر
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その錆びた屋根並は私の目を奪った 。
瞬間に想像したのだ、橙色に染まった大阪昭和の町並みを。

わたしが鶴橋を見つけた日だ 。

電車の窓から、切妻トタン屋根の連なりが見える。
そして、その屋根が生み出すにぎわい豊かな細い路地 。

この鶴橋をなくしたくない。そんな思いをこめて再開発計画を提案した 。

藤井θϛ

Kotoko Kinomoto

ڮͷࠜ

೭ຊࢠۏ�
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真綿は防寒着の中綿として古くから利用され 、
掛布団や半纏 、背負い真綿など、
さまざまな真綿で作られた物があり感動した 。
それらを現代風に制作した 。

村ాθϛ

Yukari Kobayashi

ਅ໖Λవ͏ʙஂΛԠ༻ͯ͠ʙ

小ྛ�༝Ղཧ
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人がふらっと立ち寄れるような広場 、
立ち寄った先にある生涯学習センター
この2つの空間を通して人と人が交流することが出来る
市民のよりどころを考えた 。
人と人の『 つながり』を切らないことで計画地だけでなく
この地域一帯をさらなる活性化へと導く。ࡾ井ాθϛ

Kazuaki Kondo

େࢪڞެࢢాߴઃվमܭը
ʙੜֶ֔शηϯλーͭͳ͕Γʙ

ۙ藤�ཅ
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日本の野球観戦のイメージを変えたい。
ただ球場に行って、席に座って見る野球観戦ではなく、
何かをしながら、日常生活の中で野球を見ることが出来るような
そんな新たな娯楽を楽しんでほしい。
スポーツ観戦のイメージを覆そうと考えた 。 Daiki Sasaki

井ాθϛࡾ

தඦઉௗٿ

وʑ�大ࠤ
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増え続ける高架下。だが都市から切り離され薄暗い空間となりやすい。
高架下の薄暗いイメージを払拭し 、
また、日本において避けられない少子高齢化の未来を見越し
高齢者専用のシェアハウスを計画した 。

Serina Sano

井ాθϛࡾ

͠ʹ͋  ͐͋͠  ͏͢  ʵߴՍԼݐஙʵ

ಸ۔�野ࠤ
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現在、病院が建っていますが閉鎖されております。
周辺住民の方のため代替できる病院を考えました 。
周辺の人口分布を調べると子供が多く小児科の病院が少ない為 、
小児科病院をつくりました 。併設する施設として
親が仕事をしやすい環境も考え、保育園を考えました 。 Takuma Shibashita

井ాθϛࡾ

খࣇՊอҭԂ

ࣳԼ�ຎ
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東大阪市の市立病院跡地の利用計画 。
５つもの大学に近接する立地を活かし 、
大学生同士のコミュニティとなる学生会館を計画する 。
学生寮や学生自治会、学生たちの作品展示や発表の場を設け、
学生たちのエネルギーあふれる空間にしたい。

藤井θϛ

Mihiro Shimizu

౦େࡕ ֶੜͷ

ਗ਼ਫ�美༟
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近年ブームのサイクリング。
奈良県でもサイクリングルートや休憩場所が設定されている 。
しかし 、その休憩場所のほとんどはコンビニエンスストアで、実は休憩をとることが難しく、
奈良県で自転車を楽しもうと考えている人にとっては 、親しみ辛いのではないかと考えた 。
そこで、自転車のための休憩所（ 道の駅 ）を設計し 、サイクリングルート全体に設置する 。
さらに、機能ごとに建物を独立させ、その土地・利用者に合わせて自由に組み合わせることを
可能とさせる 。

Kohei  Shimizu

井ాθϛࡾ

ࣗసंͷಓͷӺ

ਗ਼ਫ߁�ฏ
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永遠の喜びを願い、愛を誓いあう場所は
ふたりにとって
いつまでも特別であってほしい。
行き慣れた土地で、
最もふたりらしいウェディングを選ぶことができる。
そんな会場を考えた 。Ճ藤θϛ

Haruka Tada

8FEEJOH #MEH� %"/$&

ଟా�ང߳
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高齢化社会が進む中社会全体で高齢者介護を支えるとともに 、
高齢者向けの住宅･施設整備を充実させる必要がある 。
そこで高齢者･障がいを持った方･子供全ての人の生活を助け、
力を合わせて運営する古民家カフェ兼サービス付き高齢者住宅を考えた 。

Sakura Tanaka

Ճ藤θϛ

̣̞̜̞̮̖Ո

ాத�͘͞Β
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大和八木駅は交通の要衝なのに 、その北口は裏口でしか無い。
歩行者のための段状の広場をつくり、広場を鉄道ホームと直結し 、
そこへ商業施設を呼び込むことで、景観と賑わいを創り出す。
更には 、再開発済みの南口との一体化も計画した 。

藤井θϛ

Takuya Tamura

:BHJ 3BJMXBZ 5FSSBDF

ా村�
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街で見かける落書きは迷惑行為という認識が強くすぐに消されてしまう。
そこで自由に落書きができるきっかけをつくりたいと思い、
阪神高速高架下の空き地にグラフィティアーティストのための公園を設計した 。

Ճ藤θϛ

Kohki Daido

453&&5 6/%&3 1"3,  ʙ $".164 ʙ

大ಓً߁�
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地震被災時、自宅内避難を可能にするシェルターを計画 。
小空間ゆえ補強が容易で元々住宅インフラが完備したサニタリーユニットを
改造し 、被災時には家具や建具を動かすことで、そこで過ごしそこで眠り
得るものにする 。Eri Nikaido

藤井θϛ

͓෩࿊ʹආ
ʙαχλϦーϢχοτʹΑΔࣗγΣルλーʙ

ೋ֊ಊ�ӯས

通常時

避難時
（ 食事 ）

避難時
（ 就寝 ）
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村ాθϛ

Mika Hirai

乳がん経験者の方々が、術後の傷跡を気にすることなく
入浴を楽しむことのできる 、乳がん術後用入浴着です。

ೕ͕Μज़ޙ༻ೖཋணͷ࡞ࢼ

ฏ井�美߳
Miharu Hashizume

�美य़௺ڮ
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滝をテーマにした美術館です。
訪れた人が自然に癒されていただきたい。
有名な画家千住博さんの絵の素晴らしさを
感じることのできる場所です。

Ճ藤θϛ

Ryoko Hara

8BUFS NVTFVN

ࢠ�ྋݪ
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木の香りや肌触り、温もりを感じられる子供の乗り物玩具 。
現在はほとんどが木馬であるが奈良に因んで鹿のデザインに 。
背中に乗って遊んだり、背中の座面がフタになっているので
中にお気に入りのおもちゃやぬいぐるみをしまっておもちゃ箱にもできる 。

Ճ藤θϛ

Kaho Fujiwara

8PPE #BNCJ

藤ึ߳�ݪ
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洗練された吉野の木材を使い、格子そして黒の重厚感 。
そしてプロリーグで使用できるアリーナを奈良に 。

井ాθϛࡾ

Mizuki Matsuda

/"3" '654"- "3&/"

松ా�ਸ਼ر
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「工場 」は大きい。そして、伊賀の田園地帯はもっと大きい。
その田園地帯の邪魔をするかのように目に写り込んでくる老朽化した箱建築 。
その風景は決して美しいとは言い難い。
大規模で大量生産するという点では田んぼと工場の機能は同じである。
その２つがどのように町と調和し 、美しい景色を描けるかを考えた 。 Tatsuki Matsuda

井ాθϛࡾ

ҏլͷ৯վमҊ

松ా�ཽथ

41

kio_univ2017_0302.indd   41 2017/03/02   20:23



奈良県の特産品である吉野葛を製造する際に廃棄されていた葛根を
再利用した繊維が藍染 、織り、を経て浴衣に 。
奈良の葛と京都の藍が生み出す日本の夏の伝統衣装 。

村ాθϛ

Moe Manmoto

ʵಸྑͰ࡞ΓɺಸྑΛணΔʵ

ᤈຊ�๖
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村ాθϛ

Mitsuki Miyamura                                                                   

/FX#SBOE /FX"SSJWBM /FX5SBEJUJPOBM

村�ޫًٶ

夏の服をおしゃれに快適に…
新たな奈良のエコスタイル。
新ブランドの商品をファッションショーで紹介。
咲良史歌鹿を用いたスタイリングの提案をファッション雑誌としてまとめた 。
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人の手を感じる細やかさと、自然で心地よいシャリ感が印象的なからむし 。
糸の原料になる青苧の繊維を手で績んで、長い時間をかけて糸にしていく。
もう雑草なんて言わせない！

村ాθϛ

Momo Murakami

͔ΒΉ͠ͷ͋ΔΒ͠

村্�౧
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現在、住生活の洋風化に伴い一般の住宅における畳空間でも 、
現代性を加味した構成が志向されている 。
和室にヨーロッパ発祥のステンドグラスを取り入れる 。
ステンドグラスからもれる透過色光には癒しの効果があり、
生理的にも好ましいとされている 。
和室で使うステンドグラスのランプをデザインした 。
モチーフは日本の伝統的な和柄を使用した 。

山θϛ

Kana Yamaguchi

　ࢠ౮ߦ

山ޱ�夏ಸ
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鹿 、東大寺 、柿の葉寿司・・・
奈良県と聞いて思い浮かぶものは数少ないですが、
実は貝ボタンの生産量も日本一です。
貝ボタンを贅沢に使用し 、ボタン穴からは暖かい光が灯ります。

Saori Yoshihara

Ճ藤θϛ

Ϙλϯͷ͔͋Γ

৫ࠤ�ݪ٢
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�� ͡Ίʹ
　本研究では、アパϨル業քの中でもܹٸに
成長しているϑΝεトϑΝッションϒϥン
υに用いられているϩΰλイプからϑΝε
トϑΝッションの特徴である「҆く、ૣ い、
͓しΌれ」がどのように消අ者にୡされて
いるのかを৭࠼を中心に検討を行う。すな
わち、41"（4QFDJBMUZ TUPSF SFUBJMFS PG 
1SJWBUF MBCFM "QQBSFM：アパϨル小ച
業）とݺばれるࣗら企ըし、運営する店
ฮで商を消අ者にൢചするϏδωε
モσルを࠾用している、Ϣχクϩ、("1 、
;"3"、'03&7&321、)ˍ.、ϑΝッショ
ンηンλーしまΉらの日本でྲྀ行している
ϑΝεトϑΝッションϒϥンυの$*カϥー
でもあるϩΰカϥーからୡされるイメー
δについて検討を行う。

成࡞ྉͷࢼ �2
　本研究で比較する৭は༧උ研究のճを
もとにして、ϒϥンυのਖ਼ن৭、ϋイϒϥン
υのイメーδ৭としてճが多かったࠇ
৭、৭、͓ よびϑΝεトϑΝッションϒϥ
ンυのイメーδ৭として࠷もճが多かっ
たԫ৭を用いてϒϥンυϩΰを作成した。
　まͣ文ࣈによるϒϥンυのイメーδをഉ
আするためにϩΰの文ࣈをసした。ͦ し
て、各ϩΰの৭を以下のように1IPUPTIPQ
でࠇはシϟωル、৭はルイϰΟトン、ԫ৭
は(6から用いてฤ集し、ࢼྉとして用いた

（図1）。

Masaya Arai ཥθϛ

ϒϥϯυϩΰͷ৭࠼Πϝーδʹؔ͢Δڀݚ
ʙϑΝετϑΝογϣϯϒϥϯυΛத৺ʹʙ

৽井�ক

ྉͷଌఆࢼ ��
　①ଌఆ5-0/*. "$*/0,：ثػ"৭ً࠼　
　度ܭDT-150
　②ଌఆ場ॴ：ϩΰの文ࣈ৭とベーε৭を　
　ϥンμϜで3Օॴଌఆし平ۉした。

図1   研究ࢼྉ（24छ）

表1  ࢼྉのॾݩ

図2  ࢼྉのً度 図3  YZ৭度図に͓ける
ը૾ࢼྉ分
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�� ճ݁ՌΠϝʔδϓϩϑΟʔϧ
　全ࢼྉに͓ける各৭の平ۉを図式化し
たものを図4にࣔした。ਖ਼ن৭はどちらでも
ない0に近いධՁであった。ԫ৭は全体的に
Ϛイφεの方向、すなわち҆Ձで、ணたくな
い、や΅ったいとධՁされた。一方、ࠇ৭と
৭は全体的にプϥεのධՁすなわち、ணた
い、͓ しΌれな、ηンεが良いとධՁされた。
また、図5から分かるようにしまΉらのධՁ
はଞのϒϥンυに比て全体的に低く、ͦ れ
以外のϒϥンυは類似するධՁであった。文
をసさせたものを用いたがしまΉらにࣈ
ରするධՁがଞのϒϥンυに比て明֬に
低かったことから࠷も҆ՁであるしまΉらの
イメーδがөされたことと考えられる。さ
らに、図6と図7にࣔすஉঁؒのճ比較を
見ると、ਖ਼ن৭、ԫ৭に関してはஉঁでのධ
Ձのばらつきは見られなかった。しかしࠇ৭
と৭に関しては、ࠇ৭は全体的にஉ性のධ
Ձは高く、ͦ れとはରর的に৭はঁ性のධ
Ձが高く0.01ˋ༏位水४でೝめられた。

�� Ҽࢠੳ
　24のࢼྉからҾきىこされるײの心ཧҼ
子をந出するため、14個の形༰ࢺにରするඃ
者のݧ ධՁを、4144を 用い、主Ҽ子法に
よるҼ子分析（バリϚックεճస）を行った。

�� ݁
　1）しまΉらにରするධՁはどの৭に͓い
てもଞのϒϥンυに比て明֬に低かったこ
とから࠷も҆ՁであるしまΉらのイメーδが
өされたと考えられる。 2）ਖ਼ن৭、ԫ৭
に関してはஉঁでのධՁのばらつきは見られ
なかった。しかしࠇ৭と৭に関しては、ࠇ
৭は全体的にஉ性のධՁは高く、ͦ れとはର
র的に৭はঁ性のධՁが高く0.01ˋ༏位
水४でೝめられた。 3）年ผで比較すると
全体とಉ様にԫ৭のධՁが࠷も低く、ਖ਼ن
৭は0に近く、ࠇ৭、৭は高くධՁされ、
年での૬違はೝめられなかった。 4）各
心ཧҼ子にରするҼ子ಘ点ࢄ図を உঁผ
に見ると、உ性ではきな、高Ձな、かっこ
良い、ηンεが良い、ணたい、͓ しΌれなと
ධՁしたのは)ࠇ'、ࠇ;、ࠇであった。一
方、ঁ 性ではきな、͓ しΌれな、高Ձな、
ணたい、ϑΥーϚルな、かっこ良い、ηンε
が良いとධՁされたのは6、;、)、
(であった。

図4  全ࢿྉに͓ける各৭のイ
メーδプϩϑΟール

図5  全ࢿྉに͓ける
各ϒϥンυのイメーδ

プϩϑΟール

図6  ࠇ৭ࢼྉに͓ける
イメーδプϩϑΟール（உঁ）

図7  ৭ࢼྉに͓ける
イメーδプϩϑΟール（உঁ）

表2  ײई度のҼ子分析݁果（ 全体）

図�  ୈ1Ҽ子ʵୈ2Ҽ子
空্ؒのҼ子ಘ点分図

図�  ୈ1Ҽ子ʵୈ3Ҽ子
空্ؒのҼ子ಘ点分図
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�� 研究എܠɾత
　 զが 国で は ެ共施ઃの「施ઃの ٺ化」

「住民からの使用用్の低ध要」によってެ
共施ઃの低・ະར用が大きな問題となってい
る。このような状況は「ެ共施ઃのߋ৽問
題」といわれて͓り、全国の࣏ࣗ体が共通し
て抱える大きな課題となっている。
　ͦこで本研究では、近年、ެ 共施ઃの低・
ະར用がよりਂࠁとなっている施ઃの一つで
あるήートϘール場にண目し、奈良ݝに͓ける
ར用状況を把握した্で、広ྕ町の広ྕグリー
ンυーϜの実態調査を行った。これらにより下
記の2点を明らかにすることを目的とする。

1） 奈良ݝに͓けるήートϘール場の
     ར用状況と把握

2） 広ྕ町に͓ける広ྕグリーンυーϜの
     現状と課題

2� 研究ํ๏
2-1  奈良ݝの各市町ଜのήートϘール場の
実態調査
調査2016：ؒظ年12月1日～12月2�日
調査ର：奈良ݝの各市町ଜのήート
  　　　　Ϙール場のཧ者44 ϲॴ（ճऩ  　　　　
  　　　　77.1�）
調査༰：ήートϘール場のར用状況、
  　　　　ήートϘール場以外のస用事例

○奈良ݝήートϘール場の施ઃについて
にઃ置されているήートϘール場は図ݝ　
1、図2より、͓ よͦ3ׂが建築をい、ͦ
の多くが4であった。

ਗ਼ਫθϛTakuma Ishihara

ڀݚઃͷར༻ଅਐʹؔ͢Δࢪڞެ
ʙྕグϦーϯυーϜΛྫࣄʹʙ

ੴݪ�ຏ

○ར用状況について
　ཧ者アンケートに͓いて、「 ि̍ؒのར用
ස度 」は図3より、「ར用なし」とえたのが
42ϲॴのうち10 ϲॴと、͓ よ 1ͦ�4がήート
Ϙール場をར用していない事が明らかとなっ
た。さらに「 ि1ճ、ִ ि1、月1ճ以্ 」の
低ར用施ઃもؚめると、ήートϘール場の͓
よͦ半分が低ະར用の状態となっていること
がわかる。
　また、施ઃの形状ผのར用ස度では図4よ
り、ܕでは低ར用のׂ߹が高く、半外・

図1  施ઃの形状　O�44 図2  ߏのछ類　O�14

図3  1िؒのར用ස度　　　　O�42

図4　施ઃの形状ผのར用ස度　　　　O�40
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外ܕでは高ස度でར用されていることがわ
かった。
2-2  広ྕグリーンυーϜの実態調査
広ྕグリーンυーϜの現状と৽たなध要を
把握するために町民アンケートを行った。
調査2016：ؒظ年11月5日～12月24日
調査ର：広ྕ町の人クϥϒ27໊、
　　　　  ༮ஓԂのอޢ者33໊、学ಐのอޢ
　　　　 者71໊ 	ճऩ100�

調査༰：ήートϘール場のೝ度、
　　　　　施ઃのར用χーζ
○広ྕグリーンυーϜのೝ度
　広ྕグリーンυーϜは高ྸ者ઐ用の施ઃ
であるが人クϥϒへの調査から、全体の
14�の人が「全くらない」とえ、ར用し
た人は��であった（図5）。また、子ҭてੈ
への調査から、高ྸ者ઐ用施ઃということ
もあり、「全くらない」とえた人が5��
と半以্が広ྕグリーンυーϜをೝして
いなかったことがわかった（図6）。

○施ઃのར用χーζ
　町民に広ྕグリーンυーϜがどのようなར
用χーζがあるかਘͶたとこΖ、子ҭてੈ
の人からは地域のイベントという意見が࠷も
多く、ͦ のଞにも地域のަྲྀの場、バβー、

子ҭてαークル、Ӎఱ࣌のεϙーπ場などが
あり、地域の;れあいの場としてのར用χー
ζが高いことが明らかとなった。さらに、
人クϥϒへの調査に͓いても地域のイベン
ト、地域のަྲྀの場、とのճが多いことか
らすてのଐ性に共通して、広ྕグリーン
υーϜが地域のަྲྀの場としてٻめられてい
ることが明らかとなった。

�ɽ·ͱΊͱޙࠓͷ՝
　本研究では、奈良ݝのήートϘール場
は、半以্が 低ະར用の 状態にあ ること
が明らかとなった。広ྕ町での「町民アン
ケート」からは、ٕڝ人が少なく、ೝ度
も低いことが明らかとなった。また、子ҭて
ੈのみならͣ、人クϥϒへの調査からも、
高ྸ者ରの施ઃとしてར用するのではな
く、多ੈでのަྲྀがՄな施ઃとしてར用
することをまれていることがわかった。
以্のことから、様々なϥイϑελイルがਁ
ಁする現に͓いて、今後のެ共施ઃのあり
方は、特ఆのੈに向けた施ઃとしてではな
く、あらΏるੈのಉじՁՁ؍を࣋った
者ಉ࢜のަྲྀがٻめられていると考える。
　今後は、研究のػ会があれば、こうしたこ
とのཪけを行いたい。

図5  広ྕグリーンυーϜへのೝ度（人クϥϒ）　O�27

図6　広ྕグリーンυーϜへのೝ度（子ҭてੈ）　　O�104

図7　広ྕグリーンυーϜの今後の活用方法（子ҭてੈ）　O�104
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�� ͡Ίʹ
　近年、中の૿加がࣾ会問題となってい
る。中ର策が重要であるのは、ॵさにର
する性が低下しがちな高ྸ者と考え、実ࡍ
の日ৗੜ活ڥを把握し、中にかかりや
すい現状にରするର策をఏҊしてͦの効果
を検ূすることを本研究の目的とする。

2� 研究֓ཁ
ʲର者 奈r良市にډ住する݈߁な65ࡀ以
্のஉঁ1�໊

ʲ調査方法 年rྸ、性ผ、#.*などをできる
のみ܈に̎グループに分け、հೖۉりݶ
に市ൢのを使ってσβインしたαーモ
メーλー（図̍）と中に関するࢿྉを配
した。

ʲアンケート調査߲目 体r࣭、日ৗੜ活習׳、
中ର策、৯事、ઁ 取水分ྔ、αーモメー
λーリーϑ（༿っͺ）使用のຬ度

ʲ 実ଌ調査߲目 人r体पғԹ࣪度、ҥԹ
࣪度、（34-13ɼΤεϖック：3日ؒ2分ؒ
ִでࣗಈܭଌ）、Τアίンの使用状況、ணҥ
ྔ、ਭの （࣭04"ਭ調査ථ ."൛）、活
ಈ （ྔ'4-750ɼΤεςϥ）

ʲ調査ظ࣌ 2r016年�月�日～ 12日

౦θϛ

ڀݚΔؔ͢ʹࡦͷதରऀྸߴ

Yusuke Ishibashi
ੴڮ�༎ࢿ

Eri Higashimoto
౦ຊ�ҥཬ

�� հೖ݅ͷূݕ
ԟ研究̍）では、高ྸ者の中ର策の意ط　
識はे分とはݴえͣ、Թ࣪度ܭを配した
もののこまめにチΣックしているׂ߹は低
かった。ͦ こでࢲたちは、Թ度ܭのࣈをわ
͟わ͟見に行くのではなく、डಈ的に「見
える」ものがいいと考え、市ൢされている
様々なを調査した。ਫ਼度を検ূするため
に、人工気ީࣨにをઃ置し、25ˆか
ら34ˆまでԹ度を࿈続的にม化させ、1ˆ
ม化するຖにσδλルカメϥでࡱӨすると
ともに৭ࠩをଌఆ（$3-13ɼίχカϛϊル
λ）した。ͦ の݁果、αーモメーλーリーϑ

（༿っͺ）は30ˆ以্になるとม৭し（図 ・̎
図３）、高ྸ者ٙ似体ڸ؟ݧを通しても明֬
な৭ม化が֬ೝできたため、ॵさに気ͮくた
めのπールにదするとஅした。さらに、使

ࣗのؒډ・৸ࣨに
షる用

図1 αーモメーλー（༿っͺ）のσβイン

図̎  Թ度ม化にう༿っͺの-,B,Cのม化

図3  Թ度ม化にう༿っͺの৭のม化

図4  ༿っͺを使用することで
意識や行ಈにม化があったか

図5  ༿っͺの৭のม化は
分かりやすかったか

ちาき用࣋

O�1� O�1�
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いউ手についてのアンケート調査݁果に͓
いても、良な݁果をಘた（図 ・̐図̑）。

�� ݁Ռ
�����Ξϯέʔτௐࠪ
　հೖ܈は中になったࡍにྫྷやすき
部位をਖ਼しくೝ識し、外出࣌に 水分をܞଳ
するというճが高かった。

�����࣮ଌௐࠪ
　पғԹ度とԹྫྷײਃ告との関では、पғ
Թ度が高い状況に͓いてもྋしい側のਃ告
がࢄ見され、एྸ者をରとした報告̎）と݁
果が異なり明֬な૬関がみられͣ、高ྸ者の
Թ的ײड性の低下がうかがえた（図̒）。
　日中の 平ۉपғԹ度は、հೖの 有ແにか
かわらͣ高Թであったが、հೖ܈には平ۉ
32ˆをえるඃݧ者はいなかった（図̓）。
܈のΤアίンの使用をみると、հೖؒډ　
の平ۉが40ˋ、ඇհೖ܈は30ˋ、৸
ࣨではհೖ܈の平ۉが35ˋ、ඇհೖ܈の
平ۉはͦの半分ఔ度でࠩがみられた（図̔）。
　実ଌؒظ中の 水分ઁ取 （ྔアルίールを
আく）についてもհೖ܈の平ઁۉ取ྔが多く

（図̕）、ಉの 活ಈ （ྔ3,000～�,000า
ʗ日）のඃݧ者のみで比較した場߹にもಉ
様の傾向であった。

�� ·ͱΊ
　 中༧の た め の 報ఏڙと α ー モ
メーλー（༿っͺ）配というհೖを実施し
て日ৗੜ活を調査した݁果、Τアίン使用
、水分ઁ取ྔに効果がみられた。༿っͺ
の使いউ手のアンケートに͓いてԹ度ܭを
ซ用するとのճも多く、༿っͺによりॵさ
に気ͮき、Թ度ܭにより֬ೝする行ಈにつ
ながったと考えられる。高ྸ者ࣗがੜ活す
るԹڥを り、దな ॵճආ行ಈに
݁びつけるためのさらなる工夫がまれる。

図6  पғԹ度とԹྫྷײਃ告

図7  日中の平ۉपғԹ度

図�  ؒډと৸ࣨのΤアίン使用

図�  一日の水分ઁ取ྔ
参考文献

）̍ Ԟ༐・中田ౙഅɼ高ྸ者の中ର策に関する研究ʵ
意識調査とԹڥ・ൽෘԹଌఆʵɼ平成26年度ଔ業文
̎）大ാ良و・ࣲ 田裕人・西Ӝ߁հɼՆقに͓ける大学ੜのੜ
活習׳の実態ɼ平成27年度ଔ業文

ँࣙ
本研究にඃݧ者として͝ڠ力いた高ྸ者のօ様、共ಉ研
究として͝ࢦ導いた奈良ঁ子大学 ү田ݑੜ先ੜ、ٱอത
子先ੜ、ݿঁ子大学 ࠤ々ঘඒ先ੜにྱޚਃし্げます。
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�� ͡Ίʹ
　子どもたちの、ίϛϡχケーション力の
低下、ൣن意識のرബさ、学習にରするडಈ
的な 態度が 問題ࢹされてٱしく、奈良ڭݝ
ҭҕ員会・中ԝڭҭ৹議会に͓ いても課題
としてあげられている。小中学ߍの現場では
ίϛϡχケーションが原Ҽで、人ؒ関がう
まく築けͣトϥϒルに発లするというような
事例が報告されている。）̍また、積極的にࣗ分
から発ݴしたり、ࣗ らٙ問にࢥうことについ
て考えたりしないという子どもたちの学習に
ରする態度についても課題がある。ͦ こで今
ճはものͮくりを行うために使用するಓ۩か
ら作成することにした。2020年に改గされ
る学習ࢦ導要ྖの中にࣔされているアクςΟ
ϒ・ϥーχングに通じるものとして「໖の
ഓから作੍作」を取りೖれたいと考えた。

2� ࣮ફ༰
���ʣ࣮ ફత
　来年度からՈఉՊڭ་になる者としてՈ
ఉՊのत業に多くの工ఔを必要とし、地域に
関のあるૉࡐをࡐڭとしたものͮくりڭҭ
をत業に取りೖれる。ͦ のことよりࢲが今の
子どもたちの課題であるとײじる①ίϛϡχ
ケーション力の低下②ൣن意識のرബさ
③学習にରするडಈ的な態度、これらの課
題解決のޱࢳを見つけられるのではないか
とࢥい実ફする。

���ʣ࣮ ફؒظ
2016年5月～ 2017年1月

Chiaki Takenaka 村ాθϛ

໖Λͨͬͷͮ͘Γ
ʙՈఉՊͷतۀͷͨΊͷҰߦࢼʙ

த�ઍথ

���ʣ࣮ ફର
Ψールεカト奈良ݝୈ52ஂ
ϒϥχー部 （小学1～ 3年ੜ）5໊
δϡχア部 （小学4 ～ 6年ੜ）11໊
シχア部 （中学1～ 3年ੜ）6໊

ʲシχア部はίーελー作りのみ参加ʳ

�� �ʣ࣮ ફܭը
導Ҋの作成　全̓ճࢦ・
（छまき・໖について・大高田市の໖のྺ࢙
について・ࢳぎ・છめ・織り・༽ໟϑΣルト）
・त業
・アンケート調査及びฉき取り調査
・考

�� ࣮ફ
� ��ʣࢦಋҊʢ৫Γʣ

図-1  織りに関するࢦ導Ҋ
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छまきˠ؍ˠ大高田市のྺ࢙調ˠऩ
֭ˠ作੍作のࢦ導Ҋを作成した。作成する
に、①子どもたちにどのようにઆ明すればࡍ
わかりやすいか、また②問題ࢹしているڭҭ
課題を解決するࢦ導方法のこの̎点を೦಄
に置き、त業に工夫をڽらした。
例えば、図-1の織りに関するत業であれば、
織りػを使ったίーελー作り（ものͮくり）
を取りೖれ、子どもたちが૬互的にڠ力する
。会を作ったػ

� ��ʣतۀ

　5月にछまき、7月に໖の成長を10、؍
月に໖のऩ֭とࢳぎ体11、ݧ月にいだ
をછめ、ίーελー作りを行った。実ફ中ࢳ
にトϥϒルやࠔなことがىこってもす͙に
؍導を行わͣ、子どもୡの行ಈ、会をࢦ
するように心がけた。

� ��ʣアンケート調査及びฉき取り調査

���ʣߟ
　त業を行う前に、໖についてっていると
えた子どもはわͣか6ˋであった。しかし、
໖のഓから作੍作を行った後に໖につ
いて࣭問すると、わからなかった子どもはい
なかった。このत業で໖についての識をੜ
活の子どもたちににணけさせることがՄ
であるとわかった。また、̓ ճ目に行った༽ໟ
ϑΣルトでは、個人ࠩはあるが低学年にࣗら
えていたり、クϥϑトを行った後に出たΰڭ
ϛをरったりというޫܠを目にすることが出
来た。このことからίϛϡχケーション力
の低下、ൣن意識のرബ化、学習にରするड
ಈ的な態度といった子どもたちの課題を解決
する一ॿになるࡐڭとして効果的であるとײ
じた。この݁果から来年度からՈఉՊڭҭに
取りೖれていきたい。

�� ·ͱΊ
ʓछまきから作੍作までの体ݧをするこ　
　とによりࢲたちのҥからૉࢳ、ࡐをཧ　
　解することができる。
ʓアンケート݁果からίーελー作りにもの
　ͮくりのわくわくײをかんじることができ　
　たとճがあった。
ʓ様々な場໘でॿけ߹う、૬ஊする様子が見　
　られた。
ʓ今ճは小学ੜでの施行であったが、ࣗ 分ୡ　
　で使用するಓ۩の作成もؚめ、中学ߍՈ　
　ఉՊへの導ೖがՄであると考えた。

参考文献
1）XXX.NFYU.HP.KQ�C@NFOV�TIJOHJ�DIPVTB�
TIPUPV�075�...�06�...�12�4462@03.QEG

ίーελー作り（11月）

図-̓ ໖についてっていましたかʁと݁果

図- ̔  ໖についてよくわかりましかʁ
という࣭問にରするアンケート݁果
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��  എܠͱత
　今日、住空͓ؒよびࣥ空ؒや商業空ؒ
に২を取りೖれることが多くなっている。
২によるリϥックε効果やࣨԚછ࣭আ
効果など様々なڈ 点から効果がࢹ されظ
1）、人々のੜ活に͓いて重要な役ׂを果たし
ているとされる。これらのことから本は一
般Ոఉに ͓ ける ࣨ化২の ઃ置行ಈと
ར用実態についての調査報告を目的とする。

2� ௐࠪ֓ཁ
（1）現地調査
　༧උ調査として、どの店ฮにも置いてあり、
一般の人々に広くられているような表的
な২を調るため、実ࡍに২をѻうԂܳ
店・雑貨店へ行き、目ࢹで؍してメモを取
り、؍༿২の図ؑを見ながらリεトアップ
した 。

（2）アンケート調査
　 調査ରは 畿ԝ大学݈߁Պ学部人ؒڥ
σβイン学Պ1、2、3 、4ճੜ͓よびͦのՈ
（16�部配、ճऩ 43�）で、調査༰
はଐ性、インςリアへの関心について、ࣗ 
に関する࣭問 、ࣗ のࣨ化にରする࣭問
である。
　調査ؒظは2016年12月�日～1�日の11
日ؒである。

�� ΠϯςϦΞάϦʔϯͷྨ
　 現地調査の ݁果と ༿২図ؑを؍ にج 特
徴や大きさをまとめ5छ類に分類し、表を作
成した（表1）。

�� ΠϯςϦΞάϦʔϯͷར༻࣮ଶ
（1）インςリア関心度とઃ置行ಈ

山θϛMidori Tanaka

ֶੜ͓ΑͼͦͷՈʹ͓͚ΔΠϯςϦΞグϦーϯͷར༻࣮ଶʹ͍ͭͯ

ాத�ਯ

インςリア関心度については 、関心が「ある」
3�ˋ、「ややある」40ˋで7ܭ�ˋと高かっ
た（表 2）。ࣗインςリア関心度も 、関心が

「ある」31ˋ、「ややある」43ˋと、74ܭˋ
と高かった（表3）。

6�݅の 有効ճの う ち ࣗに1つ で も
২を「 置いて い る」とえ た ੈଳが44݅

（65ˋ）、「 置いていない」とえたੈଳが24
（݅35ˋ）で、置いているੈଳの方が多かった

（ 図2）。
　ࣗに1つでもグリーンがあるੈଳで、ઃ
置行ಈとインςリア関心をクϩεした݁果、
インςリアの関心が「ある」60ˋがࣗ分で置
いていた 。「ややある」4�ˋとճした人が
΄とんどであり、༏位な関࿈がみられた（Qʻ
0.01）（ 図3）。ઃ置したのは続ฑผで、

図1  インςリアグリーンの例

表1  表的なインςリア
グリーンの大きさの分類

表2  インςリア関心度 表3  ࣗインςリア関心度
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が45ˋと࠷も多く࣍に学ੜが30ˋで、ͦ の
΄とんどがࣗࣨに置いていることが分かった

（ 図 4）。ࣗ 分で置いた場߹、ͦ のߪೖ場ॴは
「 Ԃܳ店 」45ˋで࠷も多く、ͦのଞ「インς
リアショップ」14ˋ、「 雑貨店 」16ˋは少な
かった（ 図5）。

　インςリアへの関心が「ある」のうちࣗ
のインςリアへの関心が「ある」はੈで
53ˋ、子ੈでは4�ˋであった 。ੈに
比ると子ੈではࣗのインςリアへの関
心がやや少ない傾向にあった（Qʻ0.01）（ 図
6 、図7）。

�� Ոఉʹ͓͚ΔࣨԽͷ࣮ଶ
　২ઃ置場ॴ1）については 、通過空ؒ 、水
նり空ؒ ͦ、住空ؒの3つにまとめډ、 の౷
ඪࢦ߹ 2）を用いた 。空ؒผにઃ置されてい
る ২の を 見ると、ډ住空ؒには61݅置
かれていた 。ついで通過空ؒに34݅、水նり
空ؒに24݅であった（ 図�）。ࣗ の中で࠷も
くつΖぎをٻめるډ住空ؒの目の৮れやすい
ॴに置くੈଳが多いことから、২のもつ༊

し効果をظして置いている人が多いのでは
ないかと考えられる。
　 小ܕछの み（小ܕछ・Ֆ類 ）を 各ࣨઃ置
の্位 5位で特徴のあった5ࣨをઃ置個
による置き方の違いをみると、「 関ݰ 」「ト
イϨ」「μイχング」「リϏング」のパϒリック
空ؒである4ࣨでは୯置きの΄うが多かっ
たのにରし、「夫්৸ ・ࣨ子ࣨڙ 」のプϥイベー
ト空ؒではෳ置きの方が多かった（図�）。
　表-1の分類表をجに໋あるもの・ないもの

（ Ֆ類 ）に分け、ߋにछ類ผに২のઃ置
をみたとこΖ、「小ܕछ 」が4�݅と໋ある
ものの中で半をめていた（ 図10）。ߋに
空ؒผに২のछ類をみると、全体的にはど
の空ؒにも「 Ֆ類 」が置かれている一方、

「大ܕछ 」の置かれているੈଳは少なかった 。
「大ܕछ 」「中ܕछ 」はݰ関に6݅と10݅、「小
छܕ 」はډ住空ؒに26݅と多く置かれる傾
向があった（ 図11）。

̒� ·ͱΊ
　半以্の Ոఉにインςリアグリーン が
置かれて͓り、ઃ置行ಈには「 い࣍、「
で「 学ੜ 」が関わっていた 。ࣗ 分で置いた人
はインςリア・ࣗインςリアともに関心が
高かった 」ೖ場ॴではߪ。 Ԃܳ店 」が࠷も多
かった 。インςリアグリーンはډ住空ؒに࠷
も多く置かれて͓り、໋ ある২を置く傾向
がみられた 。

1）২ઃ置場ॴ：「 関ݰ 」「 ࿓下」「 ચ໘ 」「トイϨ」「
ॴ」「μイχング」「リϏング」「夫්৸ࣨ・子ࣨڙ 」
 2）౷߹ࢦඪ：「 関ݰ 」「 ࿓下」通過空ؒ 、「 ચ໘ 」「トイ
Ϩ」水նり空ؒ 、「-%,」「夫්৸ࣨ・子ࣨڙ 住空ؒډ「
参考文献 � 1）࡚ؠ・Ҫ্ࣿ・山本૱（2006）インςリ
ア雑貨としての؍༿২のੜҭ特性に関する研究

図2  ২の有ແのׂ߹ 図3  インςリアグリーンのઃ置と関心度の関

図4  続ฑผઃ置行ಈのׂ߹ 図5  インςリアグリーンのߪೖ場ॴ

図�　空ؒผにみる২のઃ置 図�　各ࣨに͓ける小ܕछのઃ置個

図10　छ類ผにみる২のઃ置 図11　空ؒผにみる২のઃ置छ類
図6　ੈに͓けるインςリア関心と

ࣗインςリア関心の関

図7　子ੈに͓けるインςリア関心と
ࣗインςリア関心の関
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�� 研究ͷഎܠͱత
　長年にわたって、「商店街」という存在は、
地域にとっての顔であり、地域活性化の鍵を
担ってきた。しかし、近年、地域住民の暮らし
を支える商店街の多くは衰退傾向にあり、商
店街の魅力の一つであるにぎわいが失われつ
つある。こうした状況を打開するために、地域
活性化事業が全国各地で模索されている。
　特に、地域活性化イベントは、取り掛かり
やすく、当日の集客力も見込まみやすいた
め、各地で取り組まれている。一方で、一過
性のにぎやかしに終わる事例も少なくなく、
経済効果を発揮する前に終了してしまうこ
とも多い。
　本研究では、地域活性化イベントを通じ、
参加者及び 商店主へ の 調査を 行うことで、
下記の３点について明らかにする。①継続的
な事業運営の特徴を明らかとする②地域活
性化イベントの継続的な実施の検討をする
③二つの事例を分析し、改善策を検討する。

2� ௐࠪํ๏
　調査方法については、下記の通りである。
1）文献調査で全国の現状把握
2）事例1：枚方宿くらわんか五六市（ 以下：
五六市）ヒアリング・アンケート調査を実施

ਗ਼ਫθϛShinnosuke Noda

Ҭੑ׆ԽΠϕϯτͷܧଓతͳ࣮ࢪʹؔ͢Δڀݚ
ʙຕํ॓͘ΒΘΜ͔ޒࢢɾͲ͔ΓࢢΛྫࣄͱͯ͠ʙ

野ా�ᚸ೭հ

3）田原本町やどかり市（ 以下：やどかり市）、
アンケート調査を実施

�� ຕํ॓͘ΒΘΜ͔ޒࢢʹ͍ͭͯ
　五六市は、休日の商店の軒先や駐車場を
使って開催する青空市の草分けで、個性的
な雑貨や手作りのパンの店などで賑わって
いるイベントである。 

�� Ͳ͔Γࢢʹ͍ͭͯ
　やどかり市は、近鉄田原本駅と西田原本
駅の 駅前広場南側に位置する、田原本町の
中心市街地で、平成 24年度より活性化を目
的として開催されているイベントである。 

表1  五六市調査概要一覧

表2  やどかり市調査概要一覧

表3  五六市概要

表4  やどかり市概要
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ԽΠϕϯτͷ͋Γํੑ׆ͷҬޙࠓ ��
　五六市、やどかり市双方の秀逸点及び問
題点を、地域特有と共通に分類し、互い の
秀逸点で改善出来るのか検討した。
 
 

　

　 五六市の 秀逸点を ○、やど かり市の 秀
逸点を△とすると、やどかり市の問題点を
五六市の秀逸点を見習うことで改善できる
ものを●、五六市の問題点をやどかり市の
秀逸点で改善できるものを▲とした。また、
どちらの秀逸点でも改善できないものを★
とする。例えば、やどかり市の「メイン通り
以外にも人の導線ができるような工夫を考
えていく必要がある」という問題点は、五六

市でもイベント開催当初問題としてあげら
れていた。しかし、人気店の配置などを工
夫することでメイン通り以外への集客に成
功している。こうした事例を見習いやどかり
市でも実施することで、改善がみこまれる。
また、やどかり市は実施年月の浅いイベント
であるが、地域住民を積極的に参加させた
ワークショップ形式での組織作りが功を奏
し、地域全体のモチベーションが高いこと
が明らかとなった。五六市が実施する役員
だけの会議では、一般商店主の意識の低下
などがみられたことからワークショップなど
様々な立場の人々が関われる組織作りが重
要であるといえる。

�� ·ͱΊ
　本研究からは、類似したイベントを行う2
事例を比較分析することで、会議形式や運
営方法の違いによって事業効果が異なるこ
とを明らかとした。さらに、秀逸点で問題点
をカバーすると大半の問題点は解消できる
ことがわかった。一方で、2事例共に抱える
問題点や、片方の事例にしか見られなかっ
た 課題に つ いて は、解決策を 導き 出せ な
かった。今後は、さらなる成功事例の調査
研究を行うことで、汎用性の高い地域活性
化イベントのあり方を検討したい 。

参考文献
1）中小企業庁：平成 27年度　商店街実態調査報告書,中小
企業庁,2016.7

2）清水裕子 中山徹：商店街活性化イベントの効果に関する
研究～あるくん奈良まちなかバルを事例として～ ,平成 25
年度日本建築学会近畿支部研究発表会

図1-5  ゾーン分け

表5  秀逸点

表6  問題点
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�� 研究ͷഎܠͱత
　近年、日本人のインςリアへの関心が高まっ
ているのにରし、インςリアのڭҭなどがなさ
れていない現状がある。インςリアのڭҭに
向け、現在の子どものインςリアの関心や子ど
も部の実態の把握が必要とされている ）̍。
　本では、小学ੜظと大学ੜظのࣗࣨにあ
るインςリアΤϨメント、インςリアへの関心
やࣗࣨのຬ度についてཧし、成長ஈ֊に
͓けるࣗࣨの位置ͮけ及びしつらえのม化を
把握することを目的とする。

2� ௐࠪํ๏
ௐࠪ�ɿΠϯςϦΞΤϨϝϯτʹ͍ͭͯ
　畿ԝ大学人ؒڥσβイン学Պの1～ 4ճ
ੜをରにアンケート調査を行った。調査
༰は、ճ者のଐ性、小学ੜظと大学ੜظの
ࣗࣨのॴ有状況 、インςリアの関心度、ࣗ ࣨ
のຬ度、Ո以外の人をটくස度、ॴ有イ
ンςリアΤϨメント、͓ 気にೖりのもの、ࣗ ຫ
したいものである。調査ؒظは2016年11月
1日、4日、�日の3ܭ日ؒである。
ௐࠪ�ɿҐஔ͚ͮͱͭ͠Β͑ʹ͍ͭͯ
　畿ԝ大学人ؒڥσβイン学Պの1～ 4ճ
ੜをରにアンケート調査を行った。調査
༰は、ճ者のଐ性、小学ੜظと大学ੜظの
Ոの中でのډ場ॴ、൵しい࣌、ෲが立った࣌
にดじこもる場ॴ1.2）、ࣗ ࣨの平໘図、ࣗ ࣨの
中のډ場ॴ、ࣗ ࣨの中の൵しい࣌、ෲが立っ
た࣌にดじこもる場ॴである。調査ؒظは、
2016年12月1日、�日、�日、13日の 4日ܭ
ؒである。

山θϛMinami Harada

ஈ֊ʹ͓͚Δࣗࣨͷͭ͠Β͑ͷมԽʹ͍ͭͯ

�美ాݪ

�� ΠϯςϦΞΤϨϝϯτʹ͍ͭͯ
�����小ֶੜظͱ大ֶੜظͷࣗࣨͷॴ༗Πϯς
ϦΞΤϨϝϯτͷมԽ

　Ո۩では、小学ੜظ、大学ੜظともにҜ
子、ベッυ、σεクが多かった。また大学ੜظ
になると༸ਠ、クϩθット、ཧਠ、ϥッ
クなどのऩೲܥՈ۩のׂ߹が全体的に૿加し
た（図1）。インςリアςΩελイルでは、カー
ςンが小学ੜ74ˋ、大学ੜ�1ظˋと࠷も多
く使用され、大きなม化はなかった（図2）。イ
ンςリアアクηαリーでは、ػ性有り・ແ
しの小雑貨は、小学ੜظ、大学ੜظともに
多かった。また、大学ੜظになると、ֆը類
22ˋやՖ類1�ˋのׂ߹が૿加した（図3）。

�����大ֶੜظͷ෦ͷ༻ঢ়گͱࣗࣨͷຬ
ͷؔ࿈ੑ

　 部の 使用人、Ո以外の人を টくස
度がࣗࣨのຬ度と有意（Q�0.01）に関࿈し
ていた 。

図1  小学ੜظと大学ੜظのॴ有Ո۩のछ類と（."）

図2  小学ੜظと大学ੜظの
ॴ有インςリアςΩελイルの

छ類と（."）

図3  小学ੜظと大学ੜظの
ॴ有インςリアアクηαリーの

छ類と（."）
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部の 使用人と ࣗࣨの ຬ度で は、 人̍
部はຬが21ˋ、ややຬが50ˋで߹ܭ
71ˋであり、1人部とຬにはڧい関࿈が
あった（図4）。
　Ո以外の人をটくස度とࣗࣨのຬ度で
は、月2 ～ 3ճはຬが44ˋ、́ とんどない
はຬが20ˋ、全くないはຬが12ˋであ
り、Ո以外の人をটくස度が低い方がຬ
とڧい関࿈があった。また、月2 ～ 3ճ、́ と
んどない、全くないはෆຬとも関࿈があっ
た （図5）。

�� Ґஔ͚ͮͱͭ͠Β͑ʹ͍ͭͯ
�����小ֶੜظͱ大ֶੜظͷՈͷதͰ൵͍࣌͠ɺ
ෲཱ͕ͬͨ࣌ʹด͜͡ΔॴͷมԽ

　൵しい࣌、ෲが立った࣌にดじこもる場ॴ
は、小学ੜ5ظ�人（75 ˋ）、大学ੜ71ظ人

（��ˋ）がࣗࣨとして͓り、今ճの調査ର者
の多くのࣗࣨが本来の意ຯでのh 子ども部 ʱ
としてのػを果たしていた（図6）。また、൵
しい࣌、ෲが立った࣌にดじこもる場ॴがࣗ
ࣨであった小学ੜ5ظ�人（75ˋ）と大学ੜظ
71人（��ˋ）について、ࣗ ࣨの中で൵しい࣌、
ෲが立った࣌にดじこもる場ॴは、ベッυが小
学ੜ5ظ�ˋ、大学ੜ75ظˋとどちらも࠷も
多かった（図7）。ベッυはब৸だけでなく、ࣗ
ࣨが本来の意ຯでのh 子ども部 とɦなる্

で、重要なインςリアΤϨメントであった。
���小ֶੜظͱ大ֶੜظͷࣗࣨͷͭ͠Β͑ͷ
มԽʹ͍ͭͯ

小学ੜظから大学ੜظになるまでに、ࣗ ࣨͦ
のもののม化がなかった学ੜは4�人（62ˋ）
と過半をめていた（図�）。また、ࣗ ࣨͦの
もののม化がない学ੜ4�人（62ˋ）のうち、
ベッυやσεクのϨイアトがม化した学ੜは
26人（53ˋ）であった（図�）。調査1により大学
ੜظになると、ऩೲܥՈ۩が૿加する傾向
が把握され、ಉじࣗࣨであってもベッυやσε
クのϨイアトがม化したことがਪଌされる。

�� ·ͱΊ
　今ճの調査ର者のࣗࣨに置かれるインς
リアΤϨメントのछ類は、小学ੜظも大学ੜ
、もҜ子、カーςン、σεク、ベッυが多くظ
大学ੜظになると特にऩೲܥՈ۩が૿加して
いた。また、大学ੜظの部の使用人とࣗ
ࣨのຬ度では、̍ 人部はຬとの関࿈が
く、Ո以外の人をটくස度とࣗࣨのຬڧ
度では、টくස度が低い方がຬとڧい関࿈
があった。また൵しい࣌、ෲが立った࣌にดじ
こもる場ॴは、小学ੜظも大学ੜظも多くの
ࣗࣨが本来の意ຯでのh 子ども部 とɦしての
ͦ。を果たしていたػ の中でもベッυは、ब
৸以外のډ場ॴや本来のh 子ども部 とɦな
る重要なインςリアΤϨメントであった。

参考文献　
1）小原二・加౻力・̓ ౻༤ฤ：インςリアのܭըとઃܭ,Q.�
ʖQ.13,2002
2）Ӝか΄る：ੈ քの子ども部,Ҫ্書Ӄ,2014
1）子どもがՈの中で൵しい࣌、ෲが立った࣌にดじこもる
場ॴであることが本来の子ども部の役ׂとされている̎）こ
とから、これら2つの場ॴを調査した。
2）本研究では、1でࣔした本来の子ども部をh 子ども
部 とɦশする。

図6  小学ੜظと大学ੜظの
Ոの中で൵しい࣌、ෲが立った࣌に

ดじこもる場ॴのม化
	O�7�


図7  小学ੜظと大学ੜظの
ࣗࣨの中での൵しい࣌、

ෲが立った࣌にดじこもる
場ॴのม化

図4  ࣗࣨのຬ度と部の使用
人の関࿈性（Q�0.01） 図�  ࣗࣨがม化したׂ߹

（O�7�）
図�  ࣗࣨのม化がなく、
しつらえがม化したׂ߹

（O�4�）

図5  Ո以外の人をটくස度と
ࣗࣨのຬ度の関࿈性
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�� എܠͱత
　近年、զが国では商店街の衰退がஶしい。
商店街にରする施策として、200�年�月1
日、「 商店街の 活性化の ため の 地域住民の
ध要にԠじた事業活ಈのଅਐに関する法」

（ུশ：地域商店街活性化法）が施行された。
この法Ҋにより、商店街が地域ίϛϡχςΟ
の担い手となることが図られ、小ن模で地ݩ
にີணした商店街「近ྡܕ商店街」の必要性
が問われている 1）。
　大ن模な商店街は近年、活気を取りし、
集客が૿えている。一方で、多くの小ن模な
商店街では、シϟッλー街が૿加している 2）。
商店街活性化事業は、大きくϋーυ事業とι
ϑト事業に分けられる。ϋーυ事業は、大ن
模の商店街に͓いて、あるఔ度の集客効果
が報告されているが、小ن模の商店街では
効果が見られないケーεが多い。一方、ιϑ
ト事業は小ن模の商店街でもސ客のఆணや
比較的低ίεトで実施できるなどの特徴によ
り、事業の効果や継続が見込まれやすい。
　 本研究は、ޚॴ駅前の ৽地商店街を 調査
ରとし、①商店街活性化事業が 行わ れて
いる地域での成功事例の把握、②一過性の
事業で終わらせない継続できるιϑト事業の
。組みͮくり、の2点を明らかにする

ྫࣄԟ研究ͱઌਐط �2
ੜ策を「4つ࠶ԟ研究には、地域に߹ったط　
の手法 」に分類したࠇ3）の研究などがある。
先ਐ事例として、「ੜۨ駅前商店街」を取り্
げ、近ྡܕ商店街に͓ける取り組みの参考と

ਗ਼ਫθϛNaohiro Hirai

ιϑτۀࣄΛ֩ͱͨ࣋͠ଓՄͳళ֗ੑ׆Խʹؔ͢Δڀݚ
ʙޚॴӺલళ֗Λྫࣄͱͯ͠ʙ

ฏ井�大

する。
�� 研究ํ๏
・文献調査にて全国の商店街の実態と事例を  
  把握した。
・先ਐ事例としてੜۨ駅前商店街を取り্げ、　
  文献及びヒアリング調査によって実態を把
  握した。
・۩体事例としてޚॴ駅前の৽地商店街を取
  り্げ、商工会と商店主にヒアリング調査を
  実施し、現状を把握した。
・৽地商店街のιϑト事業である৽地ڕ市の
  来客者にアンケート調査を実施した。さらに、    
  畿ԝ大学が運営しているίϛϡχςΟカϑΣ  
  の参加者にアンケート調査を実施し、ೝ度   
  やར用状況を把握した。

�� จશମͷߏ成
　本文のߏ成は、図1の通りである。

�� ઌਐྫࣄɿੜۨӺલళ֗ͷιϑτࣄ業ʹɹ
ɹΑΔళ֗ੑ׆Խ
先行研究やヒアリング調査により、ੜۨ駅前
商店街はϋーυ事業よりもιϑト事業に力を

ʲୈ1ষ ংr
ʲୈ2ষ 商r店街の現状とྺ࢙

先ਐ事例：ੜۨ駅前商店街
ʲୈ3ষ ιrϑト事業による

商店街活性化の先ਐ事例
調査事例：ޚॴ駅前商店街（৽地商店街）

ʲୈ4ষʳ
ॴ市の中心市街地のޚ

現状と課題

ʲୈ5ষʳ
৽地商店街ιϑト事業
「৽地ڕ市」の実態と

現状分析
ʲୈ6ষʳ݁ 

図1　文ߏ成のϑϩーチϟート図
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ೖれていることがわかった。ιϑト事業を地
商店街が主体となって行い、αϙートするݩ
形で行や商工会議ॴがհೖするといった、
が֬立していることがܥ民一体の組織体
功を奏していることが明らかとなった。さら
に、ͦ の形で行えるイベントの一つとして、
まちθϛがあった。まちθϛは全国的にも効
果の高いιϑト事業として໊高いが、ੜۨ市
でもԁな組織運営をอつ事業の一つであ
ることがわかった。

�� 研究ରɿޚॴӺલళ֗ιϑτࣄ業ͷɹ
ɹ ࣮ࢪঢ়گ
　 ॴ駅前商店街でޚ は、現在5事業が 実施
されている。商店街の衰退がஶしいことか
ら、ϋーυ事業に力をೖれることができͣ、
ιϑト事業で活性化をࢼみている。

�� ௐࠪٴͼੳ͔ΒಘΒΕͨݟ
�����৽ళ֗ʹ͍ͭͯ
　近鉄ޚॴ駅、+3ޚॴ駅の౦側に位置する
駅前商店街で、170Nの 長さ が あ る。近
年、商店街の店ฮのด店が૬࣍いで͓り、今
後の存続がةͿまれている。ෳのιϑト事
業が実施されているものの、商店街で行わ
れるݝ主催のϚルシΣでは、イベント当日、
存商店は営業していないなど、多くの事業ط
で民ؒの࿈ܞがなされていないことが明
らかとなった。

�����৽ࢢڕʹ͍ͭͯ
　商店街主体のイベントとして、৽地ڕ市が
ある。৽地商店街の空き店ฮの軒先で月に一
ճ、近ྡの異業छの商店主がڠ力し߹い、ڕ
をൢചして͓り、今年度で5年目となる。発
当初はڕのみのൢചであったが、現在は౾
の地ݩ商店と共に店をߏえている。商
店主の力のみで行って͓り、わͣかに活ಈが
広がりつつあるが、ن模にݶքがある。組織
としてもক来のలなどを議する場が存
在せͣ、ϑΥϩーが必要である。今後は、や

る気のある商店主の活ಈを支える意ຯでも、
ࣗ店のએもؚめたイベントがٻめられる。

8� ιϑτࣄ業ͷఏݴ
　以্の調査݁果を౿まえ、以下2点につい
てఏҊする。
①৽地ڕ市の活ಈを組織的に֦大
　事業継続の必要性があるとともに、来客
者・ར用者のχーζと現在の運営事との݉
Ͷ߹いをຒめる運営方の決ఆがまれる。
ͦこで、商店主ؒでの会議を開き、৽地ڕ市
にてൢചを行う店主、及び商工会役員を出੮
ରとし、民ؒの࿈ܞを図ることで、組織
的に֦大できると考えられる。
②活性化イベント「まちθϛ」
　ࣗ店もؚめた商店街へのѪணをժੜえさせ
るイベントとして、ੜۨ駅前商店街の調査で
も、ͦ の有効性が明らかとなった「まちθϛ」
をఏҊする。また、ط存のίϛϡχςΟカϑΣ
を活用することで広報એの活用や実施場ॴ
のఏڙなど、ط存事業ؒの効果的な発లが見
込まれる。

�� ·ͱΊ
　本文では、全国の商店街及び地域ܕ商店
街の現状を把握した্で、研究ରとして、近
商店街でܕྡ あ る ॴ駅前の「৽地商店街」ޚ
を取り্げた。当֘商店街も、全国の例に࿙れ
ͣ空き店ฮが૿加して͓り、商店街としてのػ
が失われつつある。ͦ の状況を打開しよう
と、ͻたΉきに活性化に取り組Ή後継者らの࢟
が見られた。本研究が、このような意ཉある
商店主らの活ಈにඍ力ながらد༩できればと
をݴしんだ。今後は、本文のఏۈい研究にࢥ
実ફし、組織ͮくりの有意性を明らかにしたい。

ʦ参考文献ʧ
1）経済࢈業ল 関౦経済࢈業ہ,目を集める商店街ͮくりの
ϙイント～ιϑト事業ల開のઓུと効果的な広報活ಈ～ ,

（200�）Q.1 
2）中小企業庁：商店街実態調査報告書 
߳,ੜに向けて࠶の商店街の݈࣌人：৽しいࠇ（3 大学 経済
策研究,ୈ7߸（2011） 
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�� എܠͱత
　 近年 、商業施ઃや ҩӃ 、ショール ーϜ な ど
様々な場ॴで子ڙの༡び場εϖーε（Ωッζίー
φー）をみかけるようになった。しかしながら、
Ωッζίーφーの空ؒܭըや使われ方にয点を
当てているطԟ研究は少ない 。本は、商業
施ઃΤίール・Ϛϛにઃ置されているΩッζίー
φー「Ωッζパーク」をରとし、施ઃの必要性
や҆全性、ར用状況を把握し、Ωッζパークの
ར用実態を明らかにすることを目的とする。

2� ௐࠪ֓ཁ
ௐࠪݱ�����

（1）実ଌ・ࢹ調査
　  εϖーεのੇ法、༡۩のछ類 、Τリア分を
　  実ଌ͓よび目ࢹで調た。調査ؒظは平成　  
　  2�年6月2日（  。である࣌7～࣌後6ޕ、（

（2）使われ方調査
　  1िؒ   　とにར用者のやଐ性ผརؒ࣌͝1、
　  用者の分をカントした 。調査ؒظは平成
　  2�年6月�日（）～ 6月20日（ 月）の各༵日
　  7日ؒである。
�����ώΞϦϯάௐࠪ
　ར用者に1ର1の ର໘方式でインλϏϡーを
行った。調査༰は ճ者の ଐ性、来場目的、
来場手ஈ、ར用ස度、ෆຬ点、Ωッζ パークの
長ॴ、ຬ度、༡۩について、在ؒ࣌である。
調査ؒظは平成2�年12月11日（ ）～12月31
日（ ）のܭ�日ؒ、11࣌から16࣌である。

گௐ͔ࠪΒΈͨར༻ঢ়ݱ ��
ըܭઃࢪ�����
　実ଌ݁果から平໘図を作成し、施ઃの概要を

山θϛAmi Fujimoto

ࢪۀઃʹ͓͚ΔΩοζίーφーͷར༻࣮ଶʹ͍ͭͯ
ʵΤίールɾϚϛʮΩοζύーΫʯΛྫʹʵ

藤ຊ�ѥ美

把握した（図1）。Ωッζパークは、Ωッζゾーン、
え΄んίーφー、ベϏーゾーンの3つのΤリアに
分かれていた。

　　　　　　　　　

�����༵ผར༻ऀͱؒ࣌ผར༻ऀ
　ར用者は༵日が141໊で い࣍、も多く࠷
で日༵日が126໊であった（図2）。ରして、平日
は、࠷も多いՐ༵日でも�4໊にとどまった。ར
用者のߏ成は、きఴいঁとೕ༮ࣇ 、きఴい
உとࣇಐ͓よびͦのଞの2つに分かれ、きఴ
いঁとೕ༮ࣇのར用が多かった。ؒ࣌ผにみる
と、平日の ར用者は ༵ۚ日の15�30が17໊
で࠷も多かった（図3）。日のϐークは13�30、
14�30と平日よりૣくなった。

�����ར༻ऀͷࢄঢ়گ
　༡۩のある場ॴにࣇಐやೕ༮ࣇが多く集まっ
た。また、ݥةをわないようにର年ྸをઃけ
て、ΩッζゾーンとベϏーゾーンに分けられてい
るにもかかわらͣ、Ωッζゾーンにೕ༮ࣇ 、ベϏー
ゾーンにࣇಐが多くみられた。子ڙをғうように
きఴいஉ、きఴいঁが多くみられた（図4）。

図2  ༵日ผར用者の૯と
       ଐ性ผར用者

図1  Ωッζパーク平໘図　 ຌ例 �       ༡۩ઃ置場ॴ

図3  ؒ࣌ผར用者
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�� ώΞϦϯάௐ͔ࠪΒΈͨಛͱຬ度
�����ΩοζύʔΫͷຬͱདྷత　　　　　　　　　　　
　 Ωッζ パー ク の ຬ度は、「や や ຬ 」が
54 （̀101໊ ）で 」いで࣍、も多く࠷ ຬ 」が
3� （̀71໊）であった。全体の�2 （̀172໊）
がຬをࣔしていた（図5）。また、Τίール・Ϛ
ϛに来た1൪の目的は、「 ങい」が�� （໊52�）
と も࠷ 多く、࣍い で「Ωッζ パー ク」が5�໊

（31�）であった（図6）。ར用者の 3分の1が
Ωッζパークを目当てにΤίール・Ϛϛに来場し
ていた。

�����ར༻ऀͷॅډ
　ར用者のډ住地は「 ߳ࣳ市」が�0 （໊42�）
と も࠷ 多く、࣍いで「広ྕ町」が64 （໊35�）
と、全体の77ˋをめていた（図7）。来場手ஈ
は、ډ住地に関なく車が 多く、ډ住地߳ࣳ市
のうち77 थ地広ྕ町のうち42໊ڊ、（��6໊）

（65�）であり、ె าݍにある地۠からも車で
の来場が多かった。また、ډ住地にผ来場目的
が Ωッζ パークの人の ׂ߹は、「広ྕ町・߳ࣳ
市」が37�であるのにରし、「ͦのଞの地域 」
が14ˋであった（図�）。Ωッζパークは近ྡ住人
の༡び場としてࠜいて、活発なར用が֬ೝで
きた。

����ΫϩεूܭʹΑΔຬͷؔ࿈ཁҼ
　Ωッζパークのຬ度と࠷も気にೖっている
点͓よび༡۩のຬ度に、有意な関࿈があった

（Q�0.01）。
も気にೖっている点では、Ωッζパークの࠷　
ຬ度の高さと࠷も関࿈がڧかったのは「อ҆ 」
で、56�（�໊）である（図�）。༡び場の҆全が
อたれていることは、きఴい者にとってຬ
度に大きく関わっていた。
　༡۩のຬ度では、Ωッζパークのຬ度の
高さにରし、60�（41໊）が༡۩にもຬして
いた（図10）。ར用者にೕ༮ࣇが多く、༡۩に子
向け༡۩のઃࣇが多いことから、ೕ༮ࢄのڙ
置のॆ実がຬ度にܨがっているとਪଌできた。

�� ·ͱΊ
　本では、Τίール・ϚϛのΩッζパークのར
用実態を把握した。ར用者は 、をؚΉき
ఴいঁとೕ༮ࣇが多く、ར用のؒ࣌ଳは13�30
から༦方にかけてのޕ後が多かった 。ೕ༮ࣇや
ͦ、ಐは༡۩に集中しࣇ れをғうようにきఴ
い者がみられた 。ར用者のډ住地は「 ߳ࣳ市」
が࠷も多く、来場手ஈは近ྡであっても車が多
く、地域住人の༡び場とし活発なར用が֬ೝで
きた 。Ωッζパークのຬ度と࠷も気にೖって
いる点には有意な関࿈があり、༡び場の҆全が
อたれていることは 、きఴい者にとってຬ
度に大きく関わっていた 。
 

図5　Ωッζパークຬ度
	O�1��


図6  Τίール・Ϛϛ来場目的　

ຌ例：●きఴいஉ ●きఴいঁ
のଞͦ● ࣇಐ ●ೕ༮ࣇ●

図4  1िؒのར用者分図

図�  ࠷も気にೖっている点にରするຬ度のׂ߹（O�1��）

図10  ༡۩のຬ度にରするຬ度のׂ߹（O�1��）

図7  ډ住地と車での来場 図� ډ住地に͓ける来場目的の
　　ׂ߹（O�1��）
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�� 研究ͷഎܠͱత
　現在の日本は「 高ྸࣾ会 」となっている。また、高
ྸ者のいるੈࡾੈଳはݮ少してきたが、近年13ˋ
前後でとどまっている ˋՈは今後も12ੈࡾ」。̍（
前後で࣋続的に形成されていく」̎）、「ੈࡾՈの長
ॴやॴが見され、ॴをࠀし長ॴを৳ばす形
で৽しいੈࡾՈが作られる」̎）とのࢦఠもあり、ࡾ
ੈՈは存在し続けることから、ੈࡾಉډ̍ ）に関
する現ੈࡾಉډ者、ඇੈࡾಉډ者の 考えを る
必要性がある。これらのことから、現ੈࡾಉډ者と
ඇੈࡾಉډ者の共用に関するੈ 、ಉډର者、உ
ঁの違いをり、ಉډ前後の住ॾࣨ共用への考え
方の違いを明らかにすることを目的とする。

2� ௐࠪͱੳͷํ๏
調査方法：ੈࡾಉډの共用رに関する
アンケートの実施
調査2016：ؒظ年12月�日～12月26日
調査ର者：畿ԝ大学ੜとͦのՈ
現ੈࡾಉډ者へ の ࣭問߲目：ੈࡾಉډ前の ۩体
的なࣨ 2）͝との共用ر�実ࡍに住んでいる現在の
住の۩体的なࣨ͝との共用・分ੈࡾ�ಉډをし
た今ࢥう۩体的なࣨの共用ر
全ճ者へ の ࣭問߲目：̑ஈ֊の 住全体の 共用ر
のఔ度�۩体的なࣨの共用ر
ࣗの  、配ۮ者の  、子ڙ夫්とಉډする場߹ͦ
れͧれに۠分しਘͶた。
分析方法：ʪ現ੈࡾಉډ者のみʫ後出する「共用」
により、「 ಉډ前の共用ر 」「 実ࡍに住んでいる現
在の 住の 共用度߹ 」「 ಉډ後の 今ࢥう共用に ରす
るল 」のࡾつを比較し、ಉډ経ݧによる共用رの
ม化をみる。

ʪ全ճ者 ʫੈ  、ಉډର者、உঁؒの「共用」を
比較する。さらに、ࣨ ͝との共用ر3）をಉଐ性ผに
比較する。

ग़ࢉͷ༺ڞ ��
　ࣨ͝との共用رからࢉ出する住全体の共用ر
のఔ度を「共用」とఆٛし、各ࣨの共用رとの૬関
を重ճؼ分析を用いࢉ出することで、住全体の共用
。を把握するڹのӨرにରするࣨ͝との共用ر
　ैଐม:：住全体の共用ر（̑ஈ֊ධՁˠ

Yuki Hosaka

ڀݚͷҧ͍ʹؔ͢Δر༺ڞΔॅॾࣨͷ͚͓ʹډಉੈࡾ

山θϛ

อࡔ�Ώ͖

1～0.75～0.5～0.25～0）、ಠ立ม91：ݰ関、92：
ཋ ・ࣨҥࣨ、93：ચ໘ॴ、94：ॴ、95：৯事ࣨ、
ډ：96 （ؒ共用したいˠ1、共用したくないˠ0）として
重ճؼ分析を行った݁果、93（ચ໘ॴ）のみ5ˋ水४
で有意でなかった。ચ໘ॴのσーλをআ外し࠶分析を
行った݁果4）を表3.1にࣔす。また、全ࣨ共用ر
の場߹、̮ ʹ1となるように表3.1のภճؼの各々
をഒした。本に͓ける「共用」:は࣍のように表
さ れ る。:ʹ0.21691（ݰ関 ）�0.1��92（ཋࣨ・
ҥࣨ ）� 0.16394（ॴ ）� 0.15�95（ ৯事ࣨ ）� 
（ؒډ）0.26396

�� શճऀʹ͓͚Δɺੈ ɺಉډରऀɺஉঁؒͷɹ
ɹ ڞ༻ͷҧ͍

　アンケート全ճ者の
ੈ、ಉډର者、உঁؒ
の「共用」を比較する。
　ੈによる共用のࠩ
は小さいが、ಉډର者、
உঁؒの共用のࠩは大
きい。

ډͷಉऀډಉੈࡾݱ ��
ɹ લޙͷر༺ڞͷมԽ

　 現ੈࡾಉډ者の「ಉ
前のډ ࡍ後実ډ�ಉر
に住んでい る住�ಉډ
後の 今ࢥう ر 」の3つ
の 共用を比較し、ಉډ
経ݧによる共用رのม
化をみる。
　 全体の ಉډ前後の 共
用にม化はみられない
が、実ࡍに住んでいる住の共用は高い。この傾向
は子ੈについてݦஶである。一方、ੈはಉډ
前後のرと現在の住の共用にࠩはみられない。

図4.1 ੈผ共用

図4.2  ಉډର者ผ共用

図4.3  உঁผ共用

表3.1  重ճؼ式のภճؼとͦの有意ఆ

�� Qʻ0.01
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図6.11 உঁผ子ੈの
共用

�� ඇੈࡾಉऀډʹ͓͚Δଐੑผͷ
ͷҧ͍ر༺ڞ    

　ඇੈࡾಉډ者の、ੈࡾಉډをرする場߹の共
用を「ੈ 」「ಉډର者」「உঁ 」のଐ性ผに比較
する。さらに۩体的なࣨ͝との共用رをಉଐ性ผに
比較する。

（1）ඇੈࡾಉډ者全体
　ੈผでは、「ݰ関 」が全体傾向とはٯに、高ྸ΄ど
共用رが 高い。ಉډର者ผにみ ると、「ॴ」「৯
事ࣨ く出ている。உঁผڧに全体の傾向がより「ؒډ」「
では、共用ࢤ向の高いஉ性が「ؒډ」のみͦうでもない。

（2）உঁผのಉډର者ؒのࠩ
　ࣗのとಉډする場߹、配ۮ者のとよりも共用
が高いが、ͦ の傾向はঁ性についてݦஶに表れる。
一方உ性についてはಉډର者ؒの共用のࠩは小

図5.3  ੈの現在の
住とಉډ前後の共用

図5.4  ଙੈの現在の住と
ಉډ前後の共用

図6.1  ੈผ 共用

図6.3  ಉډର者ผ 共用

図6.5  உঁผ 共用

図6.2 ੈผ ࣨ͝との共用رの違い

図6.4 ಉډର者ผ ࣨ͝との共用رの違い

図6.6 உঁผ ࣨ͝との共用رの違い

図6.�  ಉډର者ผ
ঁ性の共用

図6.10  ಉډର者ผ
ঁ性のࣨ͝との共用رの違い

図6.13  உঁผ
ଙੈの共用

図6.12 உঁผ子ੈの
ࣨ͝との共用رの違い

図6.14  உঁผଙੈの
ࣨ͝との共用رの違い

図5.1  全ಉډ者の現在の住と
ಉډ前後の共用

図5.2  子ੈの現在の住と
ಉډ前後の共用 図6.7  ಉډର者ผ

உ性の共用
図6.�  ಉډର者ผ

உ性のࣨ͝との共用رの違い

さい。各々の傾向はࣨ͝との共用رにも共通してݴ
える。

（3）ੈ ผのஉঁؒのࠩ
　子ੈはଙੈよりஉঁࠩが大きい。しかし、ཋ ・ࣨ
ҥࣨにݶり、ଙੈのஉঁࠩが大きくなり、ঁ 性の
分ࢤ向が高くなる。

�� ·ͱΊ　
　現ੈࡾಉډ者の、ಉډ前後の共用はどのੈも
ม化はない。しかし、実ࡍに住んでいる住の共用
にରしてಉډ前後とも、子ੈは低くੈは高い。
これより、現在住んでいる住は、共用ࢤ向の高い
ੈの 意見が ༏先され、子ੈの ಉډ前の 分ࢤ
向は今でも続いているとਪଌできる。
　ඇੈࡾಉډ者がͦのとಉډをرする場߹、全
体の傾向として、ࣗ のとಉډする場߹は配ۮ者の
とに比て共用ࢤ向が高い。この傾向は、உ性に小
さくঁ性に大きい。しかし、ؒډに関してのみஉ性は共
用ࢤ向が低い。

参র文献
<1>平成2�年度高ྸࣾ会ന書,ֳ,	2016

<2>水্تඒ子、ᖒ३子、小ྛ大༞,ੈࡾಉډ意識とՈൣن意識に関する研究,ਔѪ大学研究ل要,

（200�）, Q45-52
1）「ੈࡾಉډ」とは、子夫්、ͦ の子がੈଳをともにすることとし、本ではͦれͧれを
ੈ 、子ੈ 、ଙੈとݺͿ。
2）ݰ関、ཋࣨ・ҥࣨ、ચ໘ॴ、ॴ、৯事ࣨ、ؒډをࢦす。
3）۩体的なࣨ͝との共用رは「共用したいʹ̍ 、共用したくないʹ̌」とಘ点化したものを、ੈ  、
ಉډର者、உঁのଐ性ผに平ۉをࢉ出し、比較したものである。
4）全 「ࣨ共用したくない」場߹:�0となるはͣが、実ࡍはఆ߲のがる。ఆ߲のは
0.05�とଞのに比े分に小さかったため、ఆ߲ʹ0として࠶分析を行った。
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�� 研究എܠͱత
　ֳの調によると、զが国の2016
年3月࣌点でのΤアίンのී及は�2.5ˋ
となった1）。Τアίンはࢲたちのੜ活にܽか
せないものになっているが、使用にい、カ
Ϗषに表されるਅەԚછをىこす。ਅە
には25ˆ近ลをࢸదԹ度とする一般ਅەと
40ˆ近ลをࢸదԹ度とするԹ性ਅەがあ
る。一般ਅەはアϨルΪーの原Ҽ、Թ性ਅ
の原Ҽになりうる。これまでΤアەはਅە
ίンのਅەԚછの実態はいくつか報告さ
れている2）が、ࣨ ڥや۩体的なΤアίン
の使用などとの関を調査した例は少な
い。ͦ こで本研究では、各部のԹڥや
Τアίン使用ස度を調査するとともに、部位
ผのە・ەछの分析を行い、ਅەԚછにӨ
を及΅す要Ҽを明らかにすることを目的とڹ
する。

ཁ֓ݧ࣮ �2
����ରΤΞίϯͷ֓ཁɹ
　関西ݍ（奈良ݝŊ 大ࡕ）6軒の1ܭ�の

Ryo Yoshikawa ౦θϛ

ΤΞίϯ෦ʹ͓͚ΔਅەԚછͷ࣮ଶௐࠪ
ʵཧɾ༻ঢ়گʹணͯ͠ɻ

٢�྇

ΤアίンをରとしたŇ ͦれͧれのΤアίン
の使用状況のཧ・使用状況のཧ・使用状
況を表1にࣔす。

�����Թڥଌఆํ๏
　Τアίン が ઃ置されてい る部のচ্
60DNの高さにԹ࣪度13-34）ܭ,Τεϖッ
ク）Ŋ Τアίンの使用状況を調るためにਧ出
をઃ置したŇ（Τεϖック,13-35）ܭにԹ度ޱ
྆者とも5分ִؒでࣗಈܭଌしたŇな͓Ŋ ଌఆ
は Ն7�22～7�15قŊ ळ10�2～10�21ق�
のؒظに行ったŇ

����ਅەͷഓཆɾଌఆํ๏
　 ; き 取り 検査Ω ッ ト1SP-NFEJB 45-25 
1#4を用いてŊ Τアίンਧ出ޱŊ ૹ෩ϑΝン
のԚれを10Dᶷ分࠾取しŊαンプルのԚれ度
を0 ～ 3の4ஈ֊で目ࢹఆを行った（図1）Ň
25ˆഓཆ分ではԚれ度にԠじてŊ ऍഒر
を調（100ഒŊ1000ഒŊ10000ഒ）しŊ
ഓ地のೖった2枚のૅجఱפ�1)% シϟ ー
Ϩに0.5NMͣつ২えつけた（図2）Ň40ˆഓ
ཆ分はαンプルの原ӷをシϟーϨに0.5NM
ͣつ২えけたŇ ਅەはインΩϡベーλーで
25ˆは7 ～ �日ؒഓཆ後Ŋ40ˆは3 ～ 4日
ؒഓཆ後発ੜしたίϩχーを؍したŇ

表1  ରΤアίン概要

図̍  目ࢹఆج४ 図2  25ˆഓཆ手ॱ
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図7  一般ਅەとԹ性ਅەの関

�� ݁Ռ
�����ԚΕͱҰൠਅە
　目ࢹで֬ೝできる積したϗίリなどの
ԚれはӫཆݯとなりŊ 水分をอ࣋してਅە
のੜ長をॿけるŇ Ԛれ度0,1のΤアίンに比
Ŋ Ԛれ 度2,3は検出ਅەが Նقでは
16ഒŊ ळقでは5ഒになった（図3）Ň

�����আػͱҰൠਅە
　ࣗಈでϑΟルλーをআするػΤア
ίンはŊ1�のうち11であったŇ আػ
によりՆळ通してਅەはえられてい
た（図4）ŇϑΟルλーのআがਅەԚછの
੍にܨがることが֬ೝできたŇ

�����ઃஔ֊ͱҰൠਅە
　ਅەはΤアίンのઃ置֊によって異な
りŊ1֊の部は2֊の部よりもਅەが
多い傾向にあったŇՆقでは1�0ഒŊ ळق
では10ഒであった（図5）Ň ਅەが༝
来のためであることや部の用్のӨڹと
考えられたŇ

�����ԹڥͱҰൠਅە
　 図中にࢄ ࣔし た 青い 線は 性ਅס
のە ੜҭൣғŊ い 掛け は ࣪性ਅەの
ੜҭൣғを ࣔし て い る（図6）Ň ਅەが
30,000DGV�DN2と 多か った Τ ア ί ン は

Նق 30 ˆを える部分が 少なくŊ ਅەの
ੜҭൣғにೖる部分が 多かったŇ ਅەが
30DGV�DN2と少ないΤアίンは30ˆを
える部分が 多くŊ ਅەの ੜҭൣғにೖる部
分が少なかったŇ

ەԹੑਅ ��
こりうる࣬ىでڥにはࣨەԹ性ਅ　
පの中でŊ 比較的重度であるਅەをҾき
が多くؚまれるŇەこす原Ҽى 今ճͦの
Թ性ਅەが1�中7から検出されたŇ 一
般ਅەが多い場߹に検出のリεクが্がる
と考えられた（図7）Ň

�� ૯ׅ
　本研究の݁果から、ਅەの૿৩を੍す
るཧ方法として、আػきΤアίン
のબや部の目に見えるԚれのআڈŊ Թ
ڥのཧに気をけることがڍげられ
た。また、一般ਅەの ੍はŊ Թ性ਅ
。の੍にもつながると考えられたە

参考文献
1） ֳ 主要ٱ消අࡒのී及（二人以্のੈଳ）
平成2�年3月現在
2）田৴夫、Ѩ部ਔ一、今日のΤアίンに͓ける
、ࢽᴓ学会ەԹ性カϏのԚછ状況、日本
7PM.44,/P.�,11-3�5-402,2016 

ँࣙ
ਅەの分析方法を͝ࢦఠいた田৴夫先ੜにਂँகします。

図3  Ԛれ度とਅە

図6  Թڥとਅە

検
出
数
多

検
出
数
少

図4  আػとਅە 図5  ઃ置֊とਅە

69

kio_univ2017_0302.indd   69 2017/03/02   20:24



�� ίϛϡχςΟΧϑΣͱԿ͔
　ίϛϡχςΟカϑΣとは地域の人々が集う

「つながりの場」のことである。地域住民が
気ܰに立ちدれる空ؒ、ܜいの場として人々
にしまれ、地域ίϛϡχςΟ活性化にظ
されていることから、全国的にίϛϡχςΟ
カϑΣ事業は広がりを見せている。

2� ίϛϡχςΟΧϑΣࣄ業ͷ
ɹ ࣮ଶௐࠪతͱ֓ཁ
　ίϛϡχςΟカϑΣを運営する組織の形態
は様々で、/10法人、個人や意ஂ体、行
、商店街、大学、ҩྍػ関、ࢱ施ઃなど
が࿈ܞし事業ల開がなされている事例も多
い。ίϛϡχςΟカϑΣ事業の実態を調査す
るうちに、①運営අ用と②人員のෆという
課題が見えてきた。ίϛϡχςΟカϑΣ事業
は、ۚ મ的རӹを主࣠としない活ಈである
ため、運営අ用の֬อがしい。ͦ のため、
運営ελッϑはϘϥンςΟアであることが
まれることから、ίϛϡχςΟカϑΣ運営に
必要なの人員の֬อがしい。ͦ こで、本
研究ではޚॴ市の事例をݩに、運営にܞわ
るϘϥンςΟアελッϑにண目し、ͦ の傾向
を୳ることを目的とする。

ௐࠪ֓ཁ
奈良ޚݝॴ市で行われている༵ۚカϑΣ～
つどい～を研究ରとし、地域住民主導ܕ
のίϛϡχςΟカϑΣ運営の実態について調
査した。参༩؍と共に、ϘϥンςΟアελッ
ϑ5໊にରしヒアリング調査を行った。調査
༰は、①ϘϥンςΟアελッϑのଐ性②ੜ
活全般③༑人関について ᶆϘϥンςΟア
ελッϑになってからの、ੜ活ελイルや心

ਗ਼ਫθϛMasumi Matsushita

ҬॅຽओಋܕίϛϡχςΟΧϑΣͷӡӦϞσル

松Լ�ਅ७

にม化ڥ 。の4点である。

�� ༵ۚΧϑΣʙͭͲ͍ʙʹ͍ͭͯ
　༵ۚカϑΣ～つどい～は、大学と行が
࿈ܞし、運営されてしているίϛϡχςΟカ
ϑΣである。
　開ઃ当初から༵ۚカϑΣが地域住民の力
で運営できるようαϙートすることが大きな
目ඪとされてきた。現在までに、大学側が全
໘的に運営を行う形から、少しͣつ住民主
体の運営にҠ行がなされてきて͓り、今年
度より地域住民によるϘϥンςΟアελッϑ
が主࣠となる運営形態にҠ行した。

ϘϥンςΟアελッϑの事は、①カϑΣの
開店४උ②客、υリンクαーϏε③カϑΣ
の清ᶆཧである。これらの事

図1  2015年運営組織

図 2  2016年運営組織 
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を、ຖճ2、3人がަで行っている。ۚ ༵
カϑΣではఆظイベントが営業ؒ࣌に߹わせ
て行われているが、イベントの企ը、ࢣߨの
手配などは、今年度より全にޚॴ市にҠ
行された。

�� ӡӦܗଶͷҠߦʹ͏มԽ
�����ӡӦܗଶ
　運営形態の ม化は図̍、図̎の 通りであ
る。大学側のఏҊにより、今年度からελッ
ϑ会議を行った。会議のߏ成メンバーは、Ϙ
ϥンςΟアελッϑ、ޚॴ市৬員、学ੜ、ఆ
である。この会議は̎か月にࢣߨイベントظ
̍度行われ、運営に͓ける様々な問題につ
いて議を行った。ఆظ的な会議の実施に
より、表̍のようなม化がみられた。

����ϘϥϯςΟΞελοϑͷ
　ଐ性とੜ活の調査から、ϘϥンςΟアε
λッϑは外出ස度が高く、ద度な運ಈを行っ
ていることがわかった。さらに、༑人関に
͓いては、5໊中 4໊が近ॴの人とिに4、
5ճ以্すとճした。

༑人とのき߹いのਂ度についてのճか
らは、表2の通り、4໊のϘϥンςΟアελッ
ϑが、一ॹに৯事をし、͓ 互いのՈを๚問し
߹うの༑人が存在することが分かった。こ
れらの݁果から、ϘϥンςΟアελッϑは݈
状態にෆ҆がなく、ίϛϡχケーションが߁
積極的に行え、ࣾ ަ的であるものが多いと
いえる。
　さらにヒアリング調査によって、Ϙϥン
ςΟアελッϑは༵ۚカϑΣ以外にも様々な
झຯαークルや、ϘϥンςΟア活ಈにも積極
的に参加していることが分かった。
　ϘϥンςΟアελッϑになったことによる
心ڥのม化についての࣭問にରしては、ճ
者全員がすらすらとをしてくれた。これ
は、ࣗ 分がϘϥンςΟアελッϑであるとい
う意識けがきちんとなされていることの
表れだとݴえるだΖう。

�� ·ͱΊ
　本研究から、下記の3点の 特徴が明らか
となった 。①ϘϥンςΟアελッϑは݈߁状
態にෆ҆がなく、ίϛϡχケーションが積
極的に行え、ࣾ ަ的であるものが多い②Ϙ
ϥンςΟアελッϑは 、様々なझຯαークル
やଞのϘϥンςΟア活ಈにも積極的に参加
している③ελッϑ会議を行うことで主体
的に運営組織との関わりを࣋ちはじめ、比
較的εϜーζに大学主体から地域主体への
運営にҠ行している。
　本研究を通じて、今後、各地でίϛϡχ
ςΟカϑΣ事業が発లを見せるためには 、

「地域ίϛϡχςΟをߏ࠶築する実ફ的な
場 」としての位置けがなされるきであ
ると考えた 。ίϛϡχςΟカϑΣが地域ί
ϛϡχςΟの中心࣠となり、行や民ؒと
࿈ܞし、地域住民をרき込んで運営してい
くことが、地域住民主導ܕίϛϡχςΟカ
ϑΣの発లだと考える。 

༑人とのき߹いについて

͓互いのՈを行き来し߹う

一ॹに৯事や外৯をする

ిやメールをする

ੈؒをする

ճ

4໊

5໊

5໊

5໊

表2  ༑人とのき߹いについて

状況

ҿみの४උ
ఏڙ

ҿみの
αーϏε࣌

客̍

客̎

ཧ

見られたม化

ҿみを४උする前に、参加者にରし
てرのҿみをฉくようになり、༨
らせることが少なくなった

参加人が多いときには、参加者に手
いをґཔするアφンεができた

ϘϥンςΟアελッϑࣗらがೖޱまで
出ܴえをし、ݺび 込みを行うように
なった

ࣨの 気Թཧに め、参加者のۈ 体
調を気ݣうかけをしていた

Ոにあまらせてある消を࣋ちد
り、ίϛϡχςΟカϑΣにఏڙした

表̍  事のม化
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井ాθϛࡾ
,PLJ�.JJEB�4FNJOFS
建築・まちͮくりܭը

౦θϛ
.JDIJZP�"[VNB�4FNJOFS
ੜ活ڥ学
住ډ学・人ؒ工学

山θϛ
�/PSJLP�/JTIJZBNB�4FNJOFS�
インςリアܭը、
インςリアσβインなど

藤井θϛ
5PZPGVNJ�'VKJJ�4FNJOFS
住・建築・市の
建築関࿈分

֤　ଔڀݚۀ     
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Ճ藤θϛ
4IJOLJ�,BUPI�4FNJOFS
インςリアσβイン・住ઃܭ
Ո۩σβイン・店ฮσβイン
σβイン・ͦのଞڥ

村ాθϛ
)JSPLP�.VSBUB�4FNJOFS
ੜ活Պ学　ඃ学

ཥθϛ
8POKPO�-FF�4FNJOFS
৭࠼

ਗ਼ਫθϛ
)JSPLP�4IJNJ[V�4FNJOFS
商店街活性化
ࢱのまちͮくり

θϛͷςーϚ
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બൈ発表者：
ੴڮ༎ࢿ　　　౦本ҥཬ　　　ଜ༞࢘　　　小Նւ　　　೭本ۏ子　　小দஐࡊඒ
ඒय़　　　平Ҫඒ߳௺ڮ　　平　　　Ҫඒࠫ　　　田ᚸ೭հ߁清水　　و々大ࠤ
平Ҫ大　　　౻山大ี　　　দ田ཽथ　　　ᤈ本　๖　　　ଜ্　౧　　　٢　྇　
٢原ࠤ織   　　以্1� ໊ 17 グループ　
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畿央大学　健康科学部　人間環境デザイン学科

第 11  回　卒業研究講評会
全体発表会　2017年2月  9日　10：00～16：30
選抜発表会　2017年2月10日　13：00～17：00

会場：KB04 教室
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以上　5 名 5 グループ  

平成 28 年度  卒業研究
藤山大輔

野村祐司　　小笹夏海
小松智菜美　土井美沙

学長賞 

優秀賞
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����ـԝେֶ  ݈߁Պֶ෦
ਓؒڥσβΠϯֶՊ

ଔڀݚۀɾ࡞ల
会場：ಸྑݝจԽձؗ
会ظ：�����݄��ʢ土ʣ
�　　　　����ɿ��ʙ��ɿ��　　
　　　　　　��������ʢʣ
�　　　　����ɿ��ʙ��ɿ��
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ͨ͘͞Μͷ͝དྷ͋Γ͕ͱ͏͍͟͝·ͨ͠ɻ
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৽なアイσΟアとָしΉ༡び心

　ຖ年人ؒڥσβイン学Պのଔ業研究・作発表会をഈ見しています。今年

はୈ11ճ目ですから、1クϥε 70 ໊の学ੜがいるとしてこれまでで �00 ໊

近い学ੜの作がఏ出されてきたことになります。ͦの中で二つとしてಉじもの

はありません。各ࣗがಠࣗのアイσΟアをもって੍作にあたってこられたのです。

ଞ人と違ったアイσΟア。これこͦが学問の分でも、ܳज़の分でもあるいは

企業などのੜ࢈活ಈや、αーϏεの分でも重要なものなのです。৽なアイ

σΟアでଞの人にૌえ掛ける。ଔ業を前にしてͦのようなʠम業ʡをした集大成が

ଔ業研究・作発表会なのです。建学のਫ਼ਆの一つ「 ඒを作る」をみͣからを

もって実現しているのが人ؒڥσβイン学Պで学ばれたօさんではないかと

。いますࢥ

　ఏ出ݶظΪリΪリになるとݶظをकるために徹されたこともあったしΐう。

大มだったこととしますが、一方ָしくもあったこととࢥいます。どうかこれか

らもࣗ分の成果にࣗ৴を࣋ち、このࢥい出とともにݩ気よくࣾ会へӋばたいてく

ださい。օさんのこれからの࢟を見कっていきたいとࢥっています。

Պֶ෦��ֶ߁݈ ෦

�ষಓࢠۚ

講 評
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　͝ଔ業͓めでとう͟͝います。いま作集を手にして、னを分かたͣ作業に಄した
日々がつい࠷近のような、ͦれでいてԕい過ڈのような気がしているのではないかとࢥいま
す。今年は力作ଗいでײ心しました。
　ଔ業研究に関しては、当初はແअ気でཉがない（ようにみえる）܅たちにށいをײじつ
つࢦ導をしていましたが、3౩３֊にεプϨーのりとృྉとカップ໙のに͓いがඬうように
なったࠒ、識ཉを֞ؒ見るॠؒがありました。大なσーλと֨ಆしても使える݁果は͝
く一部。ͦれでもఘめͣに見えないԿかを୳し続けましたͶ。「わからないから終わらない」

「これでいい、というときはない」ඒज़Ո、ࣰ 田౧ߚさんのݴ༿です。
　ఏ出日の後、θϛࣨのΰϛശには清員の方々に向けたみなさんからのँײのメッηーδが
ఴえられていました。これからもૉな心࣋ちはͦのままに、人ੜをよくੜきてください。　　　　
　みなさんのߍ、畿ԝ大学よりΤールをૹっています。

ਓؒڥσβΠϯֶՊ�ओ

౦�࣮ઍ

ਓؒڥσβΠϯֶՊ�ֶՊ
ه߁�井ాࡾ

。ுったؤたちは、ଔ業੍作、ଔ業研究、よく܅
。たち全員に「学長」で報いたい܅、はࢲ
、ちをれͣに、ଔ業してからも࣋たちの本当のউෛはࣾ会に出てからはじまる。この気܅
。事に、ੜ活に、ਅに向き߹って΄しい
これからは、܅たちが出会う人すてが܅たちの「 先ੜ 」になる。様々なことをٵऩして、
はやく大きくなれ。
明࣏ҡ৽のૅを築いたদ下ଜक़のఋたちを、かの٢田দӄは࣍のݴ༿をかけੈにૹり出し
た。ࢲもͦのݴ༿を、ॾ܅にଃりたい。

「。にしてಈか͟る者は　ະだ೭あら͟るなりࢸ」
「今日よりͧ　༮心を打ちࣺてて　人に成りにし　ಓを౿めかし。」
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藤井�๛࢙

　なかなかの力作ଗいでした。ॾ܅の集中力とものͮくりへのにܟ意を表します。しか
しながらࢲは、多少のٙ問もײじています。うまいプϥンも֨良いσβインもプϩ顔ෛけの
模ܕもあったのだけれど、܅たちࣗの

4 4 4 4 4 4

「Կをつくるきか」「これからの建築は」とのࢥ索
4 4 4 4

はどれだけあったのだΖうかと。もちΖん建築は個ผの݅への解ですが、ಉ࣌に、ීว的
なະ来にରするఏҊでもなければならないのです。
　明日から実ࣾ会へ出る܅たちは、効を問われ、࣍々に成果をٻめられるでしΐう。しかし
本当は、事をこなすことより、事でҝすことの方がͣっと重要です。Ԫ外ᐌく、「学ߍ
というものをれて৬業にありෟくと、ͦ の৬業をҝしげてしま͓うとする。ͦの先にはੜ
活があるとࢥうのである。ͦして、ͦの先にはੜ活はないのである」。いつも考え続けて下さ
い。ࣗの、ࣾ 会の、人類のະ来のためにԿをҝすきかを。
　この͓めでたい日にઆڭじみたࢺを失ྱ。手์しで๙めないのはのѱいบです。
ॾ܅の݈ಆとをفります。また（ञ場で）会いましΐう。

山ࢠل�

　օさん、4年ؒの学びの集大成であるଔ業研究にରする取り組みはいかがでしたか。ຬして
いる人、লのある人いΖいΖでしΐうが、全員のؤுり、ͦ のパワーはૉらしいものでした。
　ϊートルμϜ清心学Ԃཧ事長であったล子さんは、「今というॠؒは、今を先立つわた
しのྺ࢙の集大成であるとಉ࣌に、今をどうੜきるかが࣍のࣗ分を決ఆするということです。
人ੜは点のつながりとして一つの線であって、༡した今というものはなく、過ڈとつながり、
ͦしてະ来とつながっているわけです」とޠられています。
　今日օさんは、人ੜに畿ԝ大学ଔ業という一つの点を打ちました。よく学びよく༡んで、ま
た、よくসいよくౖられてඳいたこの4年ؒの線にࣗ৴をもち、৽しい場ॴでӋばたいてくだ
さい。また、いつまでもؒをѪし、ͦれͧれの線をつなげて໘にし、৽しいੈքを築いてく
ださい。活༂をظしています。
　ଔ業͓めでとう͟͝います。　

Ճ藤�৴ت

「やさしさをσβインにมえる」
　本年度のଔ業研究の中にも建学のਫ਼ਆ	ಙをのばす・をみがく・ඒをつくる
が຺々とྲྀれ
ているようにײじました。とりわけ࠷後の「ඒをつくる」はσβインとも関わりがਂく、改め
てඒをつくるしさをりました。また、畿ԝ大学には「やさしさをチカϥにมえる」という
の大きなΩϟッチϑϨーζがあります。やさしさもさま͟まに解ऍできます。উ手なఆ
ٛですが、やさしさとは「人ؒにରするࢥいやりを࣋ち、ڥへ配ྀしたσβイン」といえる
のではないでしΐうか。今やσβインはにҲれ、σβイφーでなくてもσβイン ができる
はとまってくれません。ໃ६したؒ࣌、いますがࢥになっています。୰かわしいことだと࣌
ࣾ会の中で、だましだましؤுることもあるでしΐう。ਅな࢟を؏けば見ている人は見て
います。このଔ業研究でഓったσβインのチカϥを今後はࣾ会にөさせていき、ະのՄ
性をਫ਼一ഋ広げていって΄しいとئっています。
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ཥ�㥦ః

　畿ԝ大学݈߁Պ学部人ؒڥσβイン学Պ11ظੜのみなさん、大ม͓ർれ様でした。この
1年ؒ、畿ԝ大学で4年ؒ学んだことの集大成としてͻとつのカλチに্げるまでいΖいΖ
とͦれͧれのۤ࿑があったかとࢥいます。ͻとり、または;たりがチーϜとなり、ब৬活ಈと
ಉ࣌にଔ業研究のςーϚを決め、༧උ調査と打ち߹わせなど、ͻとつの「カλチ」にするまで、
は今やしっかりについていײຬ、ײりฦしの、ಘられた݁果にରするୡ成܁のޡࡨ行ࢼ
るはͣです。ۤ࿑したこともָしかったこともすてれられないૉఢなࢥい出となり、今後
このو重な経ݧはࣾ会人の事に͓いてしっかりと活かされることにؒ違いないとࢥいます。
ࣗ分を৴じて前向きにؤுってください。いつもӄながらԠԉしています。

みなさん、̍ 年ؒのଔ業研究͓ർれ様でした。
今年の発表会は、たっりؒ࣌をかけてճりました。
作、文からͦれͧれの̐年ؒの成長を実ײしました。
」の宿ധ研मで書いた࣌は今、みなさんがೖ学ࢲ ເをチカϥに」をಡみฦし、ջかしさにਁっ
ています。

「インςリアを学びたい」、「 建築࢜を目ࢦす」、「アパϨル関でಇきたい」、「先ੜになりたい」
と書いた学ੜさん。ͦの通りになりました。Ϳれͣにؤுりました。
また「 ୈ一ࢤではないけど࠷高の̐年ؒにしたい」、「αークルで活༂したい」、「ࣗ分をೝ
めてࣗ分をきになれるくらいؤுりたい」、「ࣗ分の目で見てࣗ分のഽでײじることを大
にしたい」と書いた学ੜさん。本当にͦのように過͝した̐年でした。
もうࣾ会にૹり出しても大ৎ夫ですͶ。
みなさんの出にΤールをૹります。

ਗ਼ਫ�༟ࢠ

　ଔ業研究発表会では、ࣗ ৴を࣋ってઆ明する࢟を、ਂ֒ײくഈ見しました。
人ੜで初めての研究活ಈだったとࢥいますが、ࢲにとっても初めてのଔࢦ導で、Կ度もࢦ導
方法にいながら、共に模索を重Ͷたϲ月でした。さらに、ٸۓೖӃという、ఆ外の「空
നの̎ϲ月」には、大มਃし༁なくࢥっています。しかし、ෆ在のؒの成長Ϳりには、目を見
ுるものがありました。支えてくださった先ੜ方やؒたちにँײするとಉ࣌に、ؤுったࣗ
分を๙めてあげてください。
　૾以্にεトイックでݫしいࢦ導だったとࢥいますが、一年ؒついてきてくれてありがと
う。みなさんに८り会えたことはࢲのๅです。心からँײとͶぎらいのݴ༿をଃりたいとࢥ
います。たくさんの山をりӽえたこの一年ؒの経ݧは、今後の大きなྐとなることでしΐう。
これからはࣗݾ実現のために、より一多くの識と経ݧを積んでؤுってください。
　みなさんのະ来に多かれと͓فりいたします。

村ాࢠߒ�
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த井�ઍ৫

ଔ業੍作、ϗントに͓ർれ様でした。
ධ会で初めてをߨ、会もなくػがみなさんと出会ってから1年。なかなか顔を߹わせるࢲ　
した子もたくさんいましたよͶ。どんなૉらしい大学ੜ活をૹってきたのかな ʜ ධ会でߨ
みなさんとし、作を見ててࢥいました。もっとたくさん、いΖんなをしたかったです。
　༏しい子たちばかりで、স顔でしかけてくれるみなさんに、初めての事にෆ҆だったࢲ
もྭまされていましたよ。本当にありがとう。
　大学をଔ業してࣾ会人になるとށうこともたくさんあるとࢥいます。でも、みなさんなら
大ৎ夫ʂどんな࣌もস顔をれͣؤுってください。みなさんのস顔は૬手だけではなく、ࣗ
分ࣗも支えてくれるはͣです。また会える日を心からָしみにしています。

井�యࢠ

ଔ業͓めでとう͟͝います。
　また、΄とんどの方はすでに͝存かとࢥいますがࢲも今年度をもって畿ԝ大学を退৬する
こととなりました。ཱྀ立つという意ຯではօさんとಉじになってしまいました。
年ੜのଔ業研究は、どれもしっかりして࢛事として見ることになった今年度の後の࠷がࢲ　
いてこれまで見てきた11年ؒの中で一൪平ۉϨベルが高かったです。
　この一年は࣍年度に向けてࣗ分のことにかまけてしまい、今にしてࢥえばもっと関われたの
ではないか、ॿڭとしてԿかしてあげられたのではないかと、ͦれだけが心りですが、օさん
が4年ؒしっかりと学んできた成果は、ࢲにಧいて͓ります。
　ຖ年ଔ業ੜにはいつでも大学に༡びにきてͶ、とݴえたのですが、もうࢲにはݴえません。
でもいつかまた、ࣾ 会人として成長したօさんと͓会いできればとࢥいます。
きなバϨΤμンαーのࢲ、後に࠷　 4ZMWJF (VJMMFNFのݴ༿をૹります。
　「୭にでもࣗ分のできるൣғでやれることがある」
今後の人ੜ、ԿかやΖうとࢥったらあきらめͣ、一人の人ؒとして立ち向かってください。

Ԭ井�๛࣏

　本学に͓ける࢛年ؒの学मの集大成として、学ੜॾ܅が全全ྶを傾けたଔ業研究・੍作の
にとっࢲ、ੜから11ճ目をܴえる今年はظධに今年も参加させていただいた。本学Պୈ1ߨ
ては࠷後のػ会でもありਂ֒ײいものがある。
　本学Պの性্֨、ͦの༰が広ൣғで多ذにわたる中で、どの分の作も、学ੜॾ܅の
近なੜ活にࠜ͟して、人がշదに過͝せる空ؒを作るために、୳ٻ・発見・したうえで、本
学でम࿅したઐの識・ٕज़をۦ使し、๛かなੜ活ڥのに向けて、ए者らしい多くの
Մ性をൿめたఏҊがなされていた。
　多くの作に込められたఏҊが、ଔ業研究のための一過性のアイσΟアにとどまることな
く、本学を立った後も、意とこだわりを࣋って後ੈにるものͮくりへと発ల的に有効に
ੜかせるようなものにঢ՚させてくれることをظしている。
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